
○議長 赤嶺奈津江さん これから本日の会議を開き

ます。本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付し

たとおりであります。

開議（午前10時00分）

日程第１．会議録署名議員の指名

○議長 赤嶺奈津江さん 日程第１．会議録署名議員

の指名を行います。本日の会議録署名議員は、会議規

則第127条の規定によって15番 知念富信議員、１番

玉城陽平議員を指名します。

○議長 赤嶺奈津江さん 暫時休憩します。

休憩（午前９時59分）

再開（午前10時00分）

○副議長 浦崎みゆきさん 再開します。

地方自治法第106条第１項の規定により、議長の職務

を行います。

日程第２．一般質問

○副議長 浦崎みゆきさん 日程第２．一般質問を行

います。それでは、通告書のとおり順次発言を許しま

す。16番 赤嶺奈津江議員。

〔赤嶺奈津江議員 登壇〕

○16番 赤嶺奈津江さん 皆さん、おはようございま

す。今回、令和６年になって２回目の質問ということ

で、町長や執行部、また同僚議員には年１回という約

束だったのですが、予算や事業について早めにやらな

ければいけないもの等あると思って、今回は６月にも

う１回一般質問をさせていただいて、次年度というか、

年が明けてからは６月にやりたいと思っていますので、

よろしくお願いします。

さて、６月16日に投開票された県議会議員選挙にお

いて同僚であった善之議員が県議に当選したことで、

16年ぶりに南風原町から県議が選出されたことをとて

もうれしく思います。県とのパイプ役としての活躍を

期待したいと思います。また、今回当落は別として、

選挙活動を住民、町民、県民のためにご尽力された方々

には、お疲れさまということでねぎらいたいと思いま

す。

それでは通告書のとおり、一般質問をさせていただ

きます。最初の質問は一括でして、答弁いただいた後、

再質問から一問一答でいきたいと思いますので、よろ

しくお願いします。

大問１．冠水対策について。（１）大雨による道路の

冠水等が多くなっている。県道82号、県道241号におい

ても冠水していた。町道のみならず、県道、国道での

対策も急務と考える。近年、土地開発が進んでおり、

表面水の増加も一因だと考える。県、国に一時貯水地

をつくることも含め、再整備を要請できないか。（２）

近隣市町と治水対策協議会などを立ち上げ、広域的な

対策を検討してはどうか。

大問２．仮称町民体育館について。（１）当初計画か

ら変更があると思うが、今後の予定・計画はどうなっ

ているか。（２）規模について、小さくするとの話もあ

るが、今後、国体も計画されている。沖縄アリーナで

は、プロスポーツの大会や世界大会などが開催され、

子どもたちの意識向上や地域経済のうるおいに効果が

出ていると聞く。中途半端な規模ではなく、しっかり、

経済効果をもたらす施設としてほしいが町長の見解を

伺う。（３）つくるからには町全体で盛り上がるように

してほしい。審議委員をされた方や議会、執行部との

意見交換する場を設けてはどうか。（４）広域的に考え、

防災機能強化をすべきと考える。町としての見解を伺

う。

大問３．４月３日に起きた台湾地震に起因する津波

警報時の対応について。（１）４月３日に起きた台湾付

近を震源とする大地震で沖縄県内に津波警報が発表さ

れた。多くの人たちが避難行動をとる中、避難の在り

方についてのさまざまな課題があったと思う。本町で

の課題は何か。（２）保育園や学校・教育現場での対応

はどうだったか。（３）観光客への対応はどうだったか。

（４）避難所への案内はどうだったか。以上、よろし

くお願いします。

○副議長 浦崎みゆきさん 副町長。

○副町長 新垣吉紀君 おはようございます。一般質

問、まず質問事項１、（１）についてお答えいたします。

大雨時の各道路の状況に応じて道路管理者へ対策を要

請してまいります。

（２）についてです。「沖縄県管理河川の大規模氾濫

に関する減災対策協議会」により流域治水プロジェク

トとして連携強化を図り、広域的な対策について調査

検討してまいります。

質問事項２点目、（１）についてです。令和６、７年

度にアドバイザリー業務を行い、令和８年度から10年

度にかけて設計、工事を行う予定となっております。

規模につきましては、アドバイザリー業務で引き続き

検討してまいります。

（２）についてです。黄金森公園屋内運動施設基本



計画に示しています整備方針において、子どもたちが

夢を育む場となる体育館、地域の活性化に寄与する体

育館を目指していますので、その実現に向けて取り組

んでまいります。

（３）です。必要な時期に情報共有する場を検討し

てまいります。

（４）です。広域的な防災機能を備えた施設整備に

ついては、調査、研究してまいります。

質問事項３点目、（１）についてです。津波警報時の

避難についての課題は、避難対象地域への周知や情報

発信の方法が挙げられます。さらに今回は、多くの町

民が車両での避難により交通渋滞が発生したことから、

徒歩避難等適切な避難行動の周知を図る必要があると

考えております。

（２）です。保育園では、警報発令直後に各施設か

らこども課へ避難に関する問い合わせがあったことか

ら、各施設とは、河川沿いのみ避難指示が発令されて

いることを確認し、落ち着いた行動を取るように連絡

しました。また学校等へ避難を行った施設もありまし

た。幼稚園では午前中に入園式が行われており、警報

発令時には多くの保護者と園児が来園している状況で

した。園では、最新の津波情報等について町教育委員

会と連絡を取り合いながら対応しました。小中学校に

ついては、春休み中で児童生徒の対応はありませんで

したが、体育館等で避難者を受け入れております。

（３）です。多くの方が公園等へ避難しておりまし

たが、観光客が含まれていたかは確認できておりませ

ん。

（４）です。対策本部設置後、ちむぐくる館を避難

所として開設し、ホームページ、町公式ＬＩＮＥ及び

防災無線での周知を行いました。また、町内小中学校

や各自治会に対しても、避難者の受け入れを依頼する

などの対応を行いました。

○副議長 浦崎みゆきさん 16番 赤嶺奈津江議員。

○16番 赤嶺奈津江さん 答弁ありがとうございまし

た。昨今、大雨で道路冠水、表面水の問題等が大きく

なってきて、かなり被害を受けるとか、私の家でも高

台ですが、新川でも10センチ以上家の前が冠水したり

とか、もうちょっと増えたら家のほうまで来ていたか

なというぐらいまでなっていたので、新川も土地開発

が進んでいますので、やはり表面水の問題はかなり大

きくなってきているのかというふうに捉えております。

その中でこれまであったことが前提ではなくて、何十

年に一度というのが何回も起きれば十何年に一度では

ないわけで、これが当たり前に起こるという可能性が

あるわけですから、南風原町だけではなくて近隣市町、

宮平ですと南城市側からとか、こちらから行くとまた

八重瀬町側もありますし、新川からだと那覇市側から

も来るわけですね。そういったところでは広域で考え

て、どうやって治水を考えるかというところは早期に

対応しないといけないと思います。今回梅雨時期とい

うこともあって、連続して降る、大雨時、道路の表面

水が冠水して、砂利等がたまってさらに被害がひどく

なるという状況もあったので、県道、国道も含めて一

緒に、こういった際にはどういう対応をしていくか。

民間の力を借りながら清掃業務も含め、側溝の対策も

含めて早くやらなければいけないかなと。あとはます

を大きくする。貯留する場所とか、そういったことも

必要じゃないかなと考えています。12月だったかな、

11月だったかな。去年経済教育常任委員会で行った福

岡県のほうで見させていただいたのですが、あちらも

治水に関するプロジェクトがあって、流域ごとに各河

川の流域対策ということで、大きくどのように治水を

していくかという対策が取られていて、民間の力を借

りてというか、一緒に公園とか大規模なショッピング

センターの駐車場を一時貯水できるような形にして、

表面水が表に出ないような形をつくる。公園でもそう

いった治水をするというような形で、被害が大きくな

らないような対策が取られているというふうにありま

した。今、沖縄県でもやられているのは分かるのです

が、ちょっと対策が、対応が遅いなと。なぜかという

と、安里川のほうですか、首里側のほうですか、あそ

こも草木が繁茂しているんですね。草木が繁茂してい

るところが流されていくと、余計に水も滞留してなか

なか流れていかない。やっていきますとありますけれ

ども、やっていっているはずなのに進んでいないから

こそ、今回大きな問題になっているのかなと思います

し、この川が一気に上部のほうに盲学校のところとか、

結構道路も冠水して、あそこから人が流されたらもう

アウトですよね。そういったところから言えば、やっ

ぱり危機感を持って早期にやるべきだと思っておりま

す。ゲリラ豪雨だからこうなったではなくて、日々の

対策で対応をしていくことが大事だと思うので、そう

いった民間の力を活用して一緒に考えていくというこ

とを、こちらから言えば宮平川のこともありますし、

国場川のこともあるので、民間の駐車場等を利用する

とか、そういったところに補助金を出して、一緒に再

整備をして治水をしていくというような考えはないで

しょうか。

○副議長 浦崎みゆきさん まちづくり振興課長。

○まちづくり振興課長 野原義幸君 ただいまの質問

にお答えします。治水の中では、民間の活用して取り



組まれたらどうかというご質問でよろしいでしょうか。

議員が今おっしゃるように、治水の考え方からすると、

当然上流側から下流側に向けての流域で取り組む流域

プロジェクトとか、こういう連携が非常に重要だと私

たちも認識しております。その中で当然民間の力を活

用するというところについては、現在南風原町のほう

では1,000平米を超える開発行為とかこういうものにつ

きましては、当然原因者側で敷地内に一時貯留するよ

うな貯留施設などの設置を促して、開発前後で流量が

変わらないような対策を取るようにということで、開

発協議の中で取り組ませていただいているところです。

各個人個人がこういう貯留施設を対策することによっ

て、減水・減災につなげていけるものだと、同じ認識

を持っております。

○副議長 浦崎みゆきさん 16番 赤嶺奈津江議員。

○16番 赤嶺奈津江さん 実際何平米だとかというよ

りも、こういう対策を一緒にやりたいというところが

あれば一緒にやっていくべきだと思うんですね。案内

するというか、開発行為のときにでもある程度基準は

必要ですけれども、500平米でも、自分たち協力してや

りたいので何か一緒にできる方法はないですかとか、

補助金とか活用できるような方法はないですかという

ことがあれば、少しでも貯留する場所があれば減災に

つながると思うんですね。そういったところの検討と

いうのは南風原町だけではできないと思いますので、

県を巻き込んで、国を巻き込んで一緒にやっていく。

それを共通認識として近隣市町とやっていくことが必

要だと思いますけれども、その点はいかがでしょうか。

○副議長 浦崎みゆきさん まちづくり振興課長。

○まちづくり振興課長 野原義幸君 ただいまの質問

にお答えします。流域の関係する市町村、関係機関も

含めてこの助成金について調査研究して、連携を図り

ながら取り組んでいきたいと思います。

○副議長 浦崎みゆきさん 16番 赤嶺奈津江議員。

○16番 赤嶺奈津江さん 実際被害を受けた方々も車

が止まって、保険はきいたかどうか分かりませんが、

それでも何回も被災されているところもありますし、

床上浸水は首里でもあったぐらいですから、開発行為

でどんどんどんどん被害が大きくなってきているので

はないかというところです。実際私もしばらく県道82

号線と241号線ではそんなに大きい被害はなかったかな

と思ったのですが、今回見ると引くのは早いんですけ

れどもかなりひどい状況だったので、新川から出ると

き上流側に行くのも怖い、下流側の兼城側に行くのも

不安で出られないという状況が続いたので、やはり治

水に関しては国道329号のところでもありましたよね。

通行止めになったりと。そういうことが久しぶりにあっ

て、治水がまだ行き届いていない、全然足りていない

ということだと思いますので、早急に是非対応してい

ただきたいと思います。今後県と国と要望していく際

には、町長を筆頭に私たち議員もしっかり動いていか

ないといけないと思いますので、町長の見解を伺いた

いのですがいかがでしょうか。

○副議長 浦崎みゆきさん 町長。

○町長 赤嶺正之君 ただいまの赤嶺奈津江議員のご

質問にお答えいたします。議員ご指摘のとおり、これ

は一市町村で対応できるレベルではございませんので、

今の段階では隣町村といろいろと協議をしながら協力

して、連携して対応していこうというふうな方針でご

ざいますので、今後とも隣町村と、それから県と協議

をしまして対処していきたいと考えております。

○副議長 浦崎みゆきさん 16番 赤嶺奈津江議員。

○16番 赤嶺奈津江さん やはり一つの自治体だけで

はどうしようもないことですし、県と交渉するにも一

自治体対県というよりも、全体がまとまることで動く

ことは大きいと思いますので、是非お互いに協力しな

がらやっていきたいと思いますので、よろしくお願い

します。

次に体育館の件ですが、計画から２年にまたがって

事業を行う部分も出てきたりとかいろいろ変更が出て

くる中で、２番にもつながるのですが、ある程度しっ

かりしたものをつくっていかないと、後々、この規模

よりももう少ししっかりやっていればというところも

出てくるかなと私は懸念しているものですから、今回

質問させていただいております。アドバイザリー契約

から始まってということでアドバイザリー契約の中で

それが出たとしても、やはり一番は本町がどうやって

捉えて体育館を造るかということになるかと思います。

意見がこうだったから、もうこうやって造ろうねでは

なくて、自分たちの目的が何なのかというところで、

２番、３番にもつながりますけれども、南風原町は内

陸部にある中では、東部消防を一緒にやっている与那

原町、西原町のこともあるのですが、沖縄県がＭＩＣ

Ｅ建設を計画してやるということで進んでいますし、

世界のウチナーンチュセンターも隣接して造るという

ことになっています。そういった際には観光客であっ

たり、来場者の方々が被災される場合、今回全体的に

私は災害に特化している部分でやっているつもりなん

ですが、どうやって避難者を受け入れるかとか、避難

者を全体で考えるか。東部消防が動いた際に、じゃあ、

私たちは内陸部で何もしないでいいのかということで

はなくて、やはり全体の中では西原町長と話す機会も



ありましたし、与那原町長とも話す機会があったので

すが、やはり海に面しているところでは不安はあると。

今回沖縄県もＭＩＣＥの建設計画の中とか、世界のウ

チナーンチュセンターのものを見ても、避難について

とか防災については何も触れられていないんです。ホー

ムページ上で。そういったところで考えれば、近くに

ある市町が、南城市側に逃げると、今回新里ビラのほ

うでも渋滞したということでしたので、南風原町は内

陸部でこうやって近隣と一緒にやっていくということ

であれば、ただの通過交通、もうそのまま過ぎていく

場所ではなくて、こういったときには避難を受け入れ

る南部の拠点として設置するべきじゃないかなと考え

ています。南風原町の南北インター、南部東道路のイ

ンターが来ますけれども、そういったところからすれ

ば南風原側に逃げてこられる方が多いんですね。今回

沖縄県の拡大会議のほうでも沖縄県のほうからは、防

災計画についての意見聴取というか、意見交換もあり

ました。沖縄県としても、今後津波の後どうやってい

くかって検討している状態だと思うんですね。話の中

で知事にも、南風原町としての役割についてちょっと

話をしたのですが、内陸部でこういう体育館の建設を

予定している場合であれば、広域で考えなければしっ

かりしたものは造れないんじゃないかなというのが私

の個人的な見解なんですけれども、今回の津波被害の

ときにも宜野湾市のほうでしたか、国道か県道だった

かと思うのですが、４車線を全部一方通行にして避難

させたということもあったので、与那原町側から国道

329号を一方通行にして、こっち側に避難者を受け入れ

します。その代わり、国と県で予算措置も考えてくだ

さいというような交渉をすれば、ある程度ＰＦＩを検

討しているにしても予算獲得はできるんじゃないかな

と思っています。意見聴取の中では、審議委員会の皆

さんからは積み上げ式で体育館をこうしてほしいとか

あったというふうに聞いていますけれども、議会側か

らこういうものも附帯してはどうかとか、予算はこう

いう考え方もできるみたいだけど一緒にどうかという

ようなことも、アドバイザリー事業の中に全部投げる

のではなくて、意見交換ができる場があってもいいん

じゃないかなということで、３番のほうですね。盛り

上がるように意見交換の場をつくってはどうかという

ことで、情報共有ということではなくて、情報交換と

一緒に意見を言える場というところでは、やはり審議

委員の皆さんと議会側とやってもいいのかなと思って

います。その中では私は、小さく造るよりは多くの方

を受け入れる、そういった施設を造るべきだと思いま

すけれども、２番のトータルした質問になりますので、

是非町長に見解を伺いたいのですがいかがでしょうか。

○副議長 浦崎みゆきさん 町長。

○町長 赤嶺正之君 ただいまの赤嶺奈津江議員のご

質問にお答えいたします。町民体育館に関しましては、

これまでもいろんな形で答弁をしてまいりましたけれ

ども、現在の基本的な考え方と申しますか、基本計画

に関しましては建設検討委員会、あるいは何回かのア

ンケート調査、そういうものを基にしまして、それに

肉付けをしたり、そして今の計画が出来上がっている

わけでございます。予算に関しましても町民の皆さん

の希望するようなスポーツ競技、レクリエーションを

取り入れた場合、どれぐらいの面積が必要であるとい

うようなことを検討委員会の中で議論をいたしまして、

それに必要な面積を掛けまして規模ができているわけ

であります。同時に建築単価も掛けまして、事業費が

53億円というふうなことで提示はしてありますけれど

も、これも基本的ないろんな要因を基にしまして積み

上げた結果でございまして、それで行こうということ

でやっているんですけれども、皆さん方もご承知のと

おり、完成までには令和10年を予定しているわけです

からいろんなことが起こるだろうと。当然その間に変

更もあるだろうと。それからご承知のとおり、財政と

も相談をしながらの建築でございますので、じゃあ、

規模はこのままでいいのか。建築単価が上がっている

状況の中でそのままの状況でいいのかというふうない

ろんな議論が出てくると私も思っております。そうい

うことで、これまでの計画を大幅に見直さざるを得な

い。例えば規模を縮小するとか、バスケットコートを

なくすとか、あるいは建設場所を別の場所に移すとか、

こういった大掛かりな変更の検討を要する場合は、議

員ご指摘のとおり議会、あるいは町民の皆さん、もち

ろん我々行政も含めて意見交換会なり、検討会をやら

なくちゃいけないだろうと。それは基本的には考えて

おります。

それから防災機能に関しましては、当初から防災機

能もあればいいねというふうな意見は出ておりました

ので、それも念頭にはございますけれども、私たちの

基本的なコンセプトは、町民の皆さんがいつでも気軽

にスポーツを楽しめる場所、そしてレクリエーション

が楽しめる場所、そういった考え方でございますので、

当然それが基本になっております。じゃあ、防災は全

然考えていないのかということではなくて、この建設

の段階で災害はどうするのかということになると思い

ますので、それはどれぐらい取り入れることはできる

か。ということは、このスポーツのエリアから町民の

皆さんが民間の力を使って展開するスペースもあるわ



けです。その部分をどれぐらい削らんと防災の部分で

どういう設備を導入すればいいのかということからま

ずは研究しなくちゃいけないですので、もちろんこれ

もこれから議論をしていくという余地がありますので、

その辺も含めてちょっと表現は悪いんですけど、防災

ありきではちょっと困るなというのが正直な気持ちで

ございます。ですから、これから町民の皆さんが本当

に使い勝手のいい、南風原町にふさわしい規模という

のを、今の計画もありますけれども、これはこれまで

の答弁の中で申し上げているとおり、いろんな規模を

全部取り入れて、それを単価といいますか、面積を掛

けてやったのが8,000平米の53億円というふうになって

おりますので、これが一つのたたき台だということを

これまでも申し上げておりますから、今後とも議員の

皆さん方の意見も拝聴しながら進めてまいりますので、

どうぞご理解のほどお願いいたします。

○副議長 浦崎みゆきさん 16番 赤嶺奈津江議員。

○16番 赤嶺奈津江さん 防災ありきではない。規模

に関しても縮小もあれば、どうなるか分からない部分

があるということですので、実際津波の４月３日の件

から始まって、それ以外にも能登の問題とか、そういっ

たときにも体育館を活用して避難場所とされた。避難

場所として使った場合、子どもたちが通常の生活に戻っ

た際に体育館はどうするかという問題も出てきますし、

今能登のほうだとかなり暑くなってきたということで、

後からまたクーラーを設置したりとかいろいろ出てき

ていると。後からの予算、国から出てくるとは思いま

すけれども、今後こういう有事の際、有事って戦争だ

けじゃないですよね。こういった災害、ダブルで地震

が起きて、津波が起きて、もしかしたら梅雨のような

大雨、ゲリラ豪雨も一緒に重なるかもしれない。そう

いったときにどうしていくかということを考えて災害、

防災に強い町にしていかなければいけないと思ってい

ます。体育館機能を別に軽視しろではなくて、体育館

を造るからにはそこも強化したほうがいいんじゃない

かというところでは、国の方針としても体育館等を建

設する際には、広域的な考え方だと補助金を受けやす

いと聞いていますし、そういったところは私たちが動

くところでもあります。町長に頑張っていただくとこ

ろもあると思うんですけれども、執行部の皆さんにも

アイデア等を出していただかないといい物はできない

と思っています。ですので、財政を預かる総務のほう

からも意見を聞きたいんですが、どのように考えてい

るか。この規模だからこれだけ、自分たちで賄える分。

使える補助金とＰＦＩを活用すればこれでいいやとい

うところなのか。ＰＦＩでもすみ分けができるわけで

すよね。この部分に関しては補助金で何割補助で造れ

るところ、それぞれできるというふうに認識していま

すので、そういったところの予算措置については全体

が協力していかないといい物はできないと思います。

そこで財政を預かっている総務のほうに聞きたいと思

いますが、いかがでしょうか。

○副議長 浦崎みゆきさん 総務部長。

○総務部長 宮平 暢君 それではお答えいたします。

ただいまの体育館の建設については、経済建設部で事

業を進めているところであります。我々総務のほうに

は財政的な面でのご質問がありましたので、その点に

お答えいたします。我々は持続可能な町政の運営を目

指しており、今後も各事業を導入するに当たっても、

持続可能な行政運営ができる財政運営をしていきたい

と考えております。

○副議長 浦崎みゆきさん 16番 赤嶺奈津江議員。

○16番 赤嶺奈津江さん 持続可能なものにするため

にも、国からでも県からもいただける助成金、交付金

があるのであれば全部いただいて、しっかりしたもの

を造るべきだというふうに私は思います。沖縄アリー

ナとここ、計画している予定地では30分ぐらいでは行

き来ができるだろうと言われている中では、連携した

事業を持ってくることも可能だと私は思っています。

実際沖縄市のアリーナでは補助金も必要ないぐらい、

委託いただかなくていいですよと言われるぐらいに利

益を上げていると聞いています。そういったところで

は、もう南風原だからこれぐらいでいいんじゃないっ

ていうような、小さくまとまるのではなくて、やはり

広域的な考えを持っていかに造っていくかも大事だと

思いますので、そこは継続できるようなバックアップ

を私たちが確保していけるかだと思いますので、そこ

は是非検討していただきたいと思います。

経済建設部のほうにもお伺いしますけれども、こう

いった措置に関してはＰＦＩの中でも補助金を活用し

た部分とすみ分けができるというふうに認識していま

すけれども、やはり広域的な大きな建物を造る際には

いろんなメニューを考えないといけないと思います。

そこでは私たち町長も含め、一緒に連携していくべき

だと思いますけれども、そちらのほうの経済建設部と

しての認識、覚悟といいますか、お伺いしたいと思い

ます。

○副議長 浦崎みゆきさん 都市整備課長。

○都市整備課長 大城勝人君 今のご質問にお答えし

ます。公園事業でできることや、沖縄振興予算を活用

しての予算措置ということで、そういったいろいろな

メニューを探しながら、南風原町のためにどういった



体育館が造れるかということを考え、予算措置のほう

をいろいろ検討し、調査してまいりたいと思います。

○副議長 浦崎みゆきさん 16番 赤嶺奈津江議員。

○16番 赤嶺奈津江さん やはり造るからにはしっか

りしたものを、あの時こうしておけばよかったねと言

わないような形で、財政も含め確保できるように一緒

にやっていきたいと思いますので、そちらのほうは一

緒に頑張っていきましょう。よろしくお願いします。

３点目、津波があったときの避難の部分なのですが、

実際避難したときに徒歩避難が基本なのに、歩いてで

はなくて車で移動ということで、そちらのほうは近隣

も同じような状況で大渋滞になって、なかなか避難で

きなかったということがありました。中には避難場所

がどこになるかというところで、与那原町から南城市

に逃げられた方もいらっしゃいました。そういったと

ころではどこに避難するかという前提を今後周知徹底

といいますか、ある程度やらないといけないなという

ふうに思うんですけれども、周知を図るというところ

では、どういう周知の図り方を考えて検討しています

でしょうか。

○副議長 浦崎みゆきさん 総務課長。

○総務課長 仲村兼一君 お答えいたします。今回４

月３日の津波警報の避難につきましては、町内の河川

のほうには近づかないようにということで、河川沿い

の方への避難指示等を行っております。こちらのほう

は急な対応だったのでそういう周知にはなったのです

が、本町の防災計画のほうでも示しているのですが、

津波の浸水被害を受ける区域というのが津嘉山付近の

長堂川付近というふうなこともございます。そういっ

たことについて町民の方にも周知をしながら、先ほど

言いました徒歩での避難、健康な方は徒歩での避難と

いうことでの周知を併せて行っていきたいと思ってい

ます。

○副議長 浦崎みゆきさん 16番 赤嶺奈津江議員。

○16番 赤嶺奈津江さん 周知の仕方ですが、今回は

防災無線のほうで流れてきたのが、早急に避難してく

ださいがメインで聞こえてきて、全部が逃げないとい

けないというイメージで、新川から下に下りた方も実

際いらっしゃったんですよ。どこに逃げたらいいのか、

どこが避難対象なのかがはっきり分からないというと

ころは、計画ではこうなっているけれども、じゃあ、

住民の方にどうやって津波のときはこうですよ。あな

たのところは逃げなくて大丈夫ですよというお知らせ

はどうやっていくか検討していかないと、特に高齢者

の方とか、避難しろと言われたらもう逃げるしかない

ですから、そうやったやり方もしっかり計画して、ど

うやって周知をするのか。これは本当に急ぎだと思い

ます。いつ災害が起こるか分からないですし、先ほど

言いましたように地震、津波、大雨、この３つが一緒

に来た際、じゃあ、どうするのか。いろんな想定はあ

る程度持っておかないと、南風原町は内陸側だから、

反対に内側に逃げてきたときにどうするかというとこ

ろも含めて、周知の仕方、お伝えの仕方というのは大

事だと思いますので、早急にやっていただきたいと思

います。

（２）の保育園、学校現場、教育のところでは、小

中学校については春休みだったので大丈夫だったとい

うことなんですけれども、幼稚園だったり、保育園だっ

たり、緊急を要する際どうやって避難するか。避難訓

練はしていると思うんですけれども、何をどのように、

何を持っていくかということをちゃんと認識というか、

考えて避難できたのかどうか。保育現場と幼稚園とは

また違う部分があると思いますので、保育園部分につ

いて、避難について課題と感じたところが聴取、保育

園からの聞き取りをやっていると思いますので、その

ほうはどうなっていますでしょうか。

○副議長 浦崎みゆきさん こども課長。

○こども課長 儀間博嗣君 お答えいたします。津波

警報発令後に、園長会に出向いて情報交換を行いまし

た。そういった中でまず施設の立地を踏まえた対応を

行うべきだというような声が中心となりまして、保護

者からの問い合わせで、もう避難をしないといけない

という気持ちが先行したというような課題も確認をし

ました。一方、発生直後にすぐ避難した施設もござい

ました。そういったところでは水分補給、水筒のほう

を避難訓練のときには先生がもう持って準備していた

んだけど、いざ避難したときには水分補給の部分を十

分にできていなかった。でも、学校の体育館のほうで

準備をしてくれたから対応はできたんだが。そういっ

た話や連絡体制、あとは体育館での児童の過ごし方等々

の課題を確認したところでございます。

○副議長 浦崎みゆきさん 16番 赤嶺奈津江議員。

○16番 赤嶺奈津江さん ありがとうございます。実

際他の市、豊見城市とか那覇市は個別にその地域で就

業される方、住んでいる方にＬＩＮＥでアンケートを

取ったりとかということで、何が課題だったかという

のも聴取されたようです。本町では、内陸側というこ

とでそんなに大きく捉えていないかもしれないのです

が、何が課題だったかということはやはり聴取しない

といけないし、何が必要だったかという確認もしない

といけないと思います。今回水分補給についてもあっ

たということなんですけれども、実際他のところでは



備蓄品から水を出すこともやらなかった。首長から出

していいという指示がなかったから出せなかったとい

う話も実際あったんですね。そういったときに自己判

断でどうやって出せるのか。出していいよってすぐで

きるような状況なのかも含めて、本町はそこまで管理

じゃなくて、あるのであれば出してくれるという前提

だと私は思うんですけれども、そういった課題が近隣

であったということですので、我が町はこうだっただ

けではなくて、災害時に警報が出たときに近隣がどう

いう対応でどういうことが課題になったかということ

も、やっぱり意見交換をする場は必要だと思うんです

ね。そういったところでは全体的に沖縄県、南部は南

部でもよろしいですし、近隣で意見交換する場があっ

てもいいのなかというふうに思います。今回保育園で

はこうだったということで対応、糸満市のほうでは２

人抱えて、１人抱っこひもして、おんぶひもしてって、

４人抱えた保育士さんがいたそうなんですね。本当に

それで走って逃げられるのかといったら、絶対無理だ

と思うんですよ。そういったところでも、この地域は

どうやって逃げるべきかというところも含めて再度検

証していただいて、話は園長会でやったということで

すけれども、今後そういったことも頭に入れていただ

いて、意見交換も含めやっていただきたいと思います。

今回学校現場についてですが、春休みだったからこ

うだったということですけれども、実際平日の授業中

だった場合にはどういう課題が生まれたかということ

を検証されたかどうか、確認したいと思います。

○副議長 浦崎みゆきさん 学校教育課長。

○学校教育課長 宮良泰子さん お答えいたします。

今回学校のほうへ課題等はなかったかということで確

認をしたところ、学校は基本的に児童生徒の安全確保

が学校の役割となるのですが、学校は避難所ともなり

ますので、住民の方が避難してきたときに、まず初動

対応ですね。学校が施設を提供しないといけないので、

どこに提供する、どこに避難をさせて、学校の備品等

を利用するときにどのようなものを提供していいかと

か、どのタイミングで町の職員が避難所開設で回って

くるのかとか、そのような町の対応が見えるようなマ

ニュアルとか、そういうのを示してほしいということ

がありましたので、また今後学校と関係課と話し合い

ながらそのようなものを整備して、学校と情報共有し

ていくということが重要だというふうに考えます。

○副議長 浦崎みゆきさん 16番 赤嶺奈津江議員。

○16番 赤嶺奈津江さん 平時、平日普通の授業中と

かに災害に遭った場合に避難場所になっている。今回

避難を受け入れたということですけれども、避難者が

一番多かった学校というのはどちらになるのか。

○副議長 浦崎みゆきさん 学校教育課長。

○学校教育課長 宮良泰子さん お答えいたします。

報告があったのは津嘉山小学校と北丘小学校で、100

名余りの方が避難されていらっしゃいました。

○副議長 浦崎みゆきさん 16番 赤嶺奈津江議員。

○16番 赤嶺奈津江さん 100名余りの方が学校を避

難場所として認識して避難されたということですので、

今回後からはちむぐくる館になったと思うんですが、

そういった近くの避難場所に逃げるという認識を皆さ

ん持っていますので、そういったときの対応を今後ど

うしていくかというのは、防災計画はありますけれど

も、本当にこれで足りているのか。今回身近にこういっ

た災害があるって分かったわけですから、そういった

ところも再度検証しながら、足りない部分、ほかとの

意見交換もしながらやっていただきたいと思います。

③のほうですが、観光客への対応はどうだったかと

いうところで、特に情報はないということなんですが、

近隣で話を聞くと、放送されていることが認識できな

いけど、みんなが逃げていくからついていったとか、

そういったことがありました。テレビでは字幕が出て

いるんですけど、テレビを見ながら外は歩かないです

よね。だから、どういったところでフォローをしてい

くか。外国人であったり、日本人の方だったら日本語

ができるからある程度できると思うんですけれども、

どこに逃げてどういう対応をするかというのは、しっ

かり本町のほうでも言語をどうしていくか。案内場所、

そういった通訳も含めインターネットがその場で使え

るのか、スマホが使えるかどうかも分からないので、

どうやって行くべきなのかも含めて再度検証していた

だきたいと思いますけれどもいかがでしょうか。

○副議長 浦崎みゆきさん 総務課長。

○総務課長 仲村兼一君 お答えいたします。観光客、

外国人への対応等、周知の仕方については関係課とも

調整しながら進めていきたいと思います。それから奈

津江議員のほうから先ほど豊見城市のアンケートの件

があったのですが、本町のほうでもちょっと時期は遅

れたのですが、そちらを参考にアンケートのほうを取っ

ております。その際にはやはり避難場所等の周知の徹

底ですとか、避難の際の渋滞問題の解消等、避難行動

の呼びかけについては工夫が必要じゃないかというこ

とで意見をいただいております。その辺も取りまとめ

て、今後そういう周知のほうに生かしていきたいと考

えております。以上です。

○副議長 浦崎みゆきさん 16番 赤嶺奈津江議員。

○16番 赤嶺奈津江さん よろしくお願いします。ア



ンケートを取っているということですので、期待して

おります。実際内陸部に逃げてくる方が多いという私

の認識、先ほどから言っていますけれども、そういっ

た中でどこが内陸部なのか、地理的な認識がない方々

も多いですから、そういったときにどうしていくか。

外国人だけではなくて、南風原町は観光協会があって

まちまーいをやっていますよね。字を回ったりすると

きに、そういうときにどのように観光協会に連絡とっ

て、どこに避難させてというところも連携は必要です

し、修学旅行生は文化センターで受入れしていますよ

ね。そういったところでもどうやって避難していくか、

その対応、備蓄品での対応、いろいろ出てくると思い

ます。多くの方が避難してきた際にはどうしていくか、

しっかり検証していただいて、防災に強い南風原町。

沖縄県は結構防災に弱いと言われているので、そういっ

たところで南風原町はこのようにしっかりしているん

だよとみんなからも受け入れられるし、受け入れる体

制としては食事の提供だったりとか、今までは小学校

に避難して炊き出しをやったりとかもありましたけれ

ども、そういったときに大人だけではなくて子どもた

ちも一緒にやってもらうような連携ができたら、もっ

と防災に強い南風原町になるかと思いますので、再度

防災計画も含め、一緒にいいアイデアを出し合いなが

ら強い南風原町にしていきましょう。以上で質問を終

わりたいと思います。ありがとうございました。

○副議長 浦崎みゆきさん 10分間休憩します。

休憩（午前10時45分）

再開（午前10時55分）

○議長 赤嶺奈津江さん 再開します。

それでは通告書のとおり順次発言を許します。13番

照屋仁士議員。

〔照屋仁士議員 登壇〕

○13番 照屋仁士君 それでは、本日の２番目の質問

をお願いしたいと思います。去る６月23日、慰霊の日、

今年も摩文仁の平和祈念公園にて、全戦没者追悼式典

が挙行されました。私も毎年参列をしておりますが、

過去の悲惨な歴史を忘れず、また戦争という過ちを二

度と起こしてはならないという誓いを多くの方々と共

有できたものだと思います。また、特に今年は南風原

町からも少年少女合唱団が参加されるということで、

うちの小学校５年生と２年生の子どもも一緒に行きた

いということで、一緒に参列させていただきました。

そういった中では戦争を知らない私たちも、次の世代

にしっかりとこの取り組み、過去の歴史を伝えていく。

そういったことが必要だと感じております。また、南

風原町においても、さらに県内各地においても様々な

形で平和を願う取組があったかと思います。そのよう

な中で行政としても振り返り、今後に生かしていただ

きたい。そういった意味で質問をいたします。一問一

答でお願いします。

大きな１番、南風原町の平和行政をどう考えるか。

（１）南風原町の平和行政はどのような取り組みで、

どう評価をしているか。（２）平和行政の中心として、

南風原文化センターでの取り組みや、南風原陸軍病院

20号壕の公開が真っ先に浮かぶ。今後も強化をしてほ

しいがどうか。（３）平和行政を考える上で、今後どの

ような展望があるかお答えください。

○議長 赤嶺奈津江さん 副町長。

○副町長 新垣吉紀君 質問事項１．（１）について

お答えいたします。本町は、昭和57年に県内では初、

全国でも２番目となる「非核宣言」をはじめ、町民平

和の日の制定、慰霊祭の開催、小中学生の平和学習活

動、陸軍病院20号壕の公開など、県内市町村では先駆

けとなる様々な平和発信事業に取り組んでおり、恒久

平和へ寄与しているものと評価をしております。

（３）についてです。今後の展望については、現在

取り組んでいる様々な平和事業を継続、発展すること

で、恒久平和につながるものと考えております。

○議長 赤嶺奈津江さん 教育長。

○教育長 金城郡浩君 （２）についてです。平和行

政の事業として、令和５年度に「20号壕歪計取替工事」

や「飯上げの道防滑工事」を行い、今年度は総務省関

連の助成金を活用した、戦争遺跡の今後の在り方を考

える「壕シンポジウム」を７月と８月の２回開催いた

します。今後も強化してまいりたいと考えております。

○議長 赤嶺奈津江さん 13番 照屋仁士議員。

○13番 照屋仁士君 まず１点目ですが、総体的にご

報告をいただきました。様々な事業を行う中で、それ

らの事業も各課でそれぞれに行われているもので、さ

らに対象なども違うのかなというふうに感じています。

せっかくの機会ですので、各課での取り組み、それぞ

れの対象や状況などはどのようになっているのか、ご

説明いただければと思います。

○議長 赤嶺奈津江さん 総務課長。

○総務課長 仲村兼一君 お答えいたします。総務課

におきましては、10月12日を町民平和の日として制定

しておりますので、町民ホールでのパネル展示、平和

活動事業、昨年度におきましては南風原中学校の平和

学習プレゼン発表等を行っております。そして広報紙

を通して情報発信に取り組んでいるところです。



○議長 赤嶺奈津江さん 生涯学習文化課長。

○生涯学習文化課長 野原 学君 それでは生涯学習

文化課分についてお答えします。まず文化センターで

すが、平和学習コースとして、文化センターでのＤＶ

Ｄ鑑賞や常設展示を見学後に、南風原陸軍病院壕群20

号壕での追体験を平和ガイドが当時の壕内状況を説明

するなど、年間を通じて県内外から多数の方にご利用

をいただいております。そのほかに子ども平和学習事

業においては、町内小学生８名が事前に飯上げの道で

の追体験や平和・人権に関する講話の聴講、それから

７月末に県外本研修で広島県や京都府を訪問し、平和

や人権について学ぶほか、事後研修においては、保護

者や関係者を招いての発表報告会を実施しております。

それから小中学校における平和学習において、４月に

町内の小中学校の平和学習担当教諭との連絡会を開催

して、文化センターの常設展示などの資料活用や20号

壕を中心とした戦跡の紹介、各地域における戦災調査

報告書の紹介、これまでに各小中学校で取り組んでき

た平和学習企画等へ提供した資料の提供を行うなど、

児童生徒が学習しやすい環境づくりに取り組んでおり

ます。

○議長 赤嶺奈津江さん こども課長。

○こども課長 儀間博嗣君 お答えいたします。こど

も課としては、平和の日に合わせた慰霊祭を町遺族会

と一緒に取り組んでおります。

○議長 赤嶺奈津江さん 13番 照屋仁士議員。

○13番 照屋仁士君 様々な取組が行われているもの

だと思いました。これを機会に、是非ともこれを聞い

ている、見ている町民の皆さんにもお知らせしたいな

という趣旨であります。

２点目に進みます。文化センターでの展示や企画展

など、現在も期間中取り組まれていますけれども、評

価が非常に高いなと感じています。一方で手作りのよ

さは否定しませんが、告知やアピールを含めてもう少

し予算措置があってもいいんじゃないかという声を受

けます。それについてはどのように考えるか、お答え

ください。

○議長 赤嶺奈津江さん 総務部長。

○総務部長 宮平 暢君 それでは予算措置のご質問

なので、私のほうがお答えいたします。これまで各種

事業を実施する際には、必要な予算を措置してまいり

ました。今後も引き続き事業を実施する際には、必要

な予算を措置してまいります。

○議長 赤嶺奈津江さん 13番 照屋仁士議員。

○13番 照屋仁士君 町民の皆さんからの評価ですの

で、実施する担当課でもそのような声があるよという

のも受け止めていただければと思います。

続いて、南風原陸軍病院20号壕の公開についても、

南風原平和ガイドの会を含め評価が高いと感じており

ます。一方で屋外戦跡の状況や案内看板など、施設整

備面での拡充が求められています。どのように取り組

むか、お答えいただければと思います。

○議長 赤嶺奈津江さん 生涯学習文化課長。

○生涯学習文化課長 野原 学君 それではお答えい

たします。拡充については、広義的には文化財保護委

員会の意見も参考にすることや役場庁舎内での調整も

必要だと考えております。また、修繕、予防、あとメ

ンテナンスなどについても、必要性も含めて具体的な

場所、方法、時期などについては、今後また研究して

まいりたいと考えております。

○議長 赤嶺奈津江さん 13番 照屋仁士議員。

○13番 照屋仁士君 先日も私も、今開催されている

展示も確認をさせていただきました。これまで様々な

取組の中で行政はもちろんですけれども、いろいろな

関係者、文化財保護委員を中心に学識の皆さんとか、

いろんなご協力をいただいてここまで来た。さらには、

そこにも行政がこれは必要だというふうにしっかり整

備を含めて予算をつけてきた。こういった背景が見て

取れます。そのような中では、過去の答申の中には、

例えば24号壕の整備とか施設面を含めたいろんな提言

もなされているわけですね。すぐにとは言いませんけ

れども、コロナ以前には年間１万人余りいらっしゃる、

文化センターや20号壕、そして南風原町の平和行政の

一番目につくところだというふうに思うわけですね。

そういった意味では、今課長が調査研究というふうに

言いましたけれども、今でよしではなくて、やっぱり

これまで積み上げてきたもの、そして今だからこそ、

もう少しできること、現状維持プラスアルファについ

ても考えていただきたいなという趣旨ですが、それは

否定するものではないというふうに理解しますが、そ

れでよろしいですか。

○議長 赤嶺奈津江さん 生涯学習文化課長。

○生涯学習文化課長 野原 学君 議員ご質問のとお

り、前向きに研究をしていきたいと考えております。

○議長 赤嶺奈津江さん 13番 照屋仁士議員。

○13番 照屋仁士君 それでは３点目に行きたいと思

います。今、ご紹介していただいたような様々な取組

ですけれども、これだけの取組をやっても町民の皆さ

んからまた厳しいお声として、今の南風原町は平和の

取組が弱いというようなお声をいただくことから、今

回質問をしているわけですけれども、そういった声に

是非とも今後も発信側、今もやっていると私は理解し



ますけれども、応えてほしいなと思いますがいかがで

しょうか。

○議長 赤嶺奈津江さん 総務部長。

○総務部長 宮平 暢君 それではお答えいたします。

先ほども各課長から答弁したとおり、本町の平和への

取組は県内でも先進的な事業を実施していると認識し

ております。昨日も慰霊の日に合わせた平和学習の本

町の取組がテレビで特集され放送されるなど、平和に

ついて広く発信しているところであります。今後も引

き続き継続して取り組んでまいります。

○議長 赤嶺奈津江さん 13番 照屋仁士議員。

○13番 照屋仁士君 私は近くで見ていますので、部

長の答弁はわかりますけれども、ただ、今僕が言って

いるのは、町民からそういう厳しい指摘もあるよとい

うところはやはり受け止めつつ、そういった方々にど

う見せていくのかとか、どう発信していくのか、そう

いった工夫をしていただきたいなという趣旨ですので、

それについては否定するものではないと思いますが、

それでよろしいですか。

○議長 赤嶺奈津江さん 総務部長。

○総務部長 宮平 暢君 仁士議員、お見込みのとお

りであります。

○議長 赤嶺奈津江さん 13番 照屋仁士議員。

○13番 照屋仁士君 いろんな町民の見え方に応えて

いく必要があるだろうというふうに認識をしています。

そういった中で、さらにはいかんともし難い課題とし

ては、過去の大戦で行くと遺族や遺族会の方々の高齢

化、また、これだけ戦後79年を重ねていく中で、過去

の歴史の風化などが懸念をされています。どのように

取り組むか、お答えいただきたいと思います。

○議長 赤嶺奈津江さん こども課長。

○こども課長 儀間博嗣君 お答えいたします。今質

問にありました遺族会においては、高齢化は現実であっ

て、県内では遺族会活動の継続が困難な事例もござい

ます。本町では遺族会を下支えするために、補助金の

支出以外にも町が事務局を担って、活動をバックアッ

プしております。遺族会会長を中心に活動をしている

ところでございますが、先日行われた慰霊の日の戦没

者追悼式への参加も、今回は大型バスをチャーターし

て孫世代も参加するなどございました。また、10月実

施の慰霊祭には、児童生徒も参加するなどして、この

遺族会の思いを次世代へ継承する取り組みも、町も一

緒になって取り組んでいるところでございます。

○議長 赤嶺奈津江さん 13番 照屋仁士議員。

○13番 照屋仁士君 去る６月23日慰霊の日でも、遺

族会が毎年参加をされているのも知っています。私も

声かけをするようにしているのですが、今回は非常に

規制が厳しくて、ちょっと回っていたら道も渡れなく

なってしまって近づけなくなってしまって、遺族の方

は暑い中、ご参列されていたと思いますが、お声かけ

もできなかった中で、その取組についても是非支えて

ほしいなという趣旨で質問をしています。さらに、平

和という考え方は社会環境の変化や、また考え方の異

なる他人同士による、時には外交政策や防衛政策など

多岐にわたるものだというふうに考えています。沖縄

県においてはもう既に、それが国に準ずるとだけでは

言えません。国民保護計画をはじめ、直接住民に影響

することもあると私は考えますが、いかがでしょうか。

○議長 赤嶺奈津江さん 総務部長。

○総務部長 宮平 暢君 仁士議員おっしゃるとお

り、沖縄県や日本周辺を取り巻く環境は、中国の軍事

力強化や海空域における活動の活発化、北朝鮮による

核ミサイル開発の継続や挑発行為など、厳しさを増し

ている状況にあります。そのため有事の際には、国・

県と連携して、町民の生活を守る活動が最優先である

と考えております。

○議長 赤嶺奈津江さん 13番 照屋仁士議員。

○13番 照屋仁士君 ６月23日慰霊の日を中心とし

て、今後も南風原町においても平和行政、様々な取組

をお願いしたいと思います。次の質問に移ります。

大きい２問目、２．戦後補償で「軽便鉄道」の再建

をというところです。（１）南風原町には戦前戦中、「軽

便鉄道」の路線が２本走っており、交通の要衝であり

ました。戦争で失われた公共施設として、国に再建を

求めてほしいがどうか、お答えください。（２）今後の

公共交通を考える上で、「路面電車（ⅬＲＴ）」は南風

原町にとって有益と考えますがどうでしょうか、お答

えください。

○議長 赤嶺奈津江さん 副町長。

○副町長 新垣吉紀君 質問事項２の（１）について

お答えいたします。本町といたしましては、戦後補償

として軽便鉄道の再建を国に求めていく考えはござい

ません。

（２）です。広域交通ネットワークとして、南風原

町としても有益と考えております。

○議長 赤嶺奈津江さん 13番 照屋仁士議員。

○13番 照屋仁士君 ありがとうございます。この質

問は、2022年の12月議会でも行っております。そういっ

た中で沖縄県において鉄軌道の整備が求められる中で、

過去にはこういった軽便鉄道も県営で行ってきて、非

常に利用価値があった。それが戦争によって失われた

ので、現代の鉄軌道を実現するに当たっても、やはり



そういった戦後補償という考え方もあるのではないか。

本土と違って大きく遅れた社会資本の整備等を考える

と、これからの未来においてもそういった視点が必要

ではないか。そして国からそういった財源を措置され

るべきではないかという視点で質問をさせていただい

ています。

現在、過去の戦争に起因する不利益を根拠として、

沖振法をはじめ、様々な制度化がなされているものだ

というふうに私は考えています。近年では不発弾の磁

気探査費用や遺骨のＤＮＡ判定なども国の負担になっ

ていったものだと考えています。そういった中では、

過去の軽便鉄道の路線のあった市町村で連携して取り

組んでいくことが、今の時代にその鉄軌道を再建する

一つの取組として考えられるのではないかなという視

点ですが、いかがでしょうか。

○議長 赤嶺奈津江さん まちづくり振興課長。

○まちづくり振興課長 野原義幸君 ただいまの質問

にお答えします。南風原町としては、広域交通ネット

ワークについては従来どおり、国・県が主体となって

行うべきと考えているところでございます。ですが、

横軸、東西軸とかこういったものについては、公共交

通として引き続き国・県と、それから広域連携の中で

連携強化を図って、引き続き協議をしていきたいと考

えております。

○議長 赤嶺奈津江さん 13番 照屋仁士議員。

○13番 照屋仁士君 答弁としては前回もそうでした

が、戦後補償としては考えていないという答弁ですけ

れども、２問目の今言っている路面電車ＬＲＴは否定

されていないというふうに読み取れます。手法は町民

の利益になれば、どちらでも実現するほうでいいと思

いますけれども、ただ、根拠としては、そういった考

え方もあるんじゃないかという提案ですので、これは

認識が違うというふうに理解したいと思います。

それでは２点目ですが、今答弁にもあったとおり、

国・県を含めて広域で考えてほしいという趣旨だと思

います。この前の質問でもやりましたが、現在は那覇

市において計画が進んでいこうとしているわけです。

まだ時間はかかると思います。しかしながら、那覇市

の内側をどうのこうの言うことはできないにせよ、そ

の県都とその周辺ということで考えれば、広い域、広

域、そしてもう一個は公の利益、公益の視点で連携し

て進めるべきだと考えますが、それについてはいかが

でしょうか。

○議長 赤嶺奈津江さん まちづくり振興課長。

○まちづくり振興課長 野原義幸君 ただいまの質問

にお答えします。南風原町としても路面電車ＬＲＴに

ついては、非常に有益だと考えております。南風原町

の交通基本計画であったり、南風原町の総合交通戦略

の中でも横軸については中長期的ではございますが、

広域としてＬＲＴなどの検討をしていくという方針を

掲げているところではございます。当然私たちも同じ

認識で広域性、公益性の観点から非常に重要だと考え

ているところですが、広域ネットワークとしては、国・

県が主体として、また広域市町村と連携を図りながら、

今後引き続き協議・検討を重ねていきたいと考えてお

ります。

○議長 赤嶺奈津江さん 13番 照屋仁士議員。

○13番 照屋仁士君 今年取り組む新たな公共交通を

含め、過去にはそういった恩恵をしっかり享受してき

た中で南風原町が発展してきた。ですから、今後もさ

らに町民の皆さんの利便性とか南風原町の振興のため

に、そういった鉄軌道も含めた取組が重要になってく

るだろうと思いますので、是非ともその視点でこれか

らも取組を進めていただきたいと思います。

それでは３番目の質問に行きます。３．南風原町に

とっての県政課題は何か。（１）私の考える県政課題に

ついては、①南部東道路、②県道国道の整備・維持管

理、③あらゆる事業にまたがりますけれども、その財

源措置などと考えます、南風原町の考える事業等はど

のようなものがあるか、お答えいただきたいと思いま

す。（２）今後の南風原町における県政課題について、

課題や解決策など、私自身も共通認識をもって臨みた

いと考えています。そのための協議や情報提供にも対

応してほしいと思いますがいかがでしょうか、お答え

ください。

○議長 赤嶺奈津江さん 副町長。

○副町長 新垣吉紀君 質問事項３．（１）について

お答えいたします。沖縄振興予算で、町が実施する事

業の所要額確保や、学校給食無償化に対する市町村と

の調整不足などが挙げられます。

（２）についてです。本町における課題解決を図る

ための協議や情報共有は必要だと考えております。

○議長 赤嶺奈津江さん 13番 照屋仁士議員。

○13番 照屋仁士君 今、１点目の答弁にもありまし

たが、直近の話題でも中学校の給食費無償化への県半

額補助が発表されました。答弁でも調整不足を指摘さ

れていますけれども、このような類いの補助金がどう

いった経過で発表されて実施まで進むのかというのは、

私も今検証しているわけではないのですけれども、な

かった事業に補助を追加するということは、トータル

で考えればいいことじゃないかなと思うわけですけれ

ども、そのあたり調整不足という一言で分かりにくい



ものですから、その前段階でこういうことが必要だよ

とか、こういうルールづくりがあってしかるべきだよ

とか、そして手法としてはこういう方法が理想的だな

とかいろいろあると思うんですが、発表が出た以上は

町民の皆さんは期待すると思うんです。そのあたりに

ついて、まず給食費無償化、県の取組を南風原町はど

う考えていくのか、お答えいただきたいと思います。

○議長 赤嶺奈津江さん 企画財政課長。

○企画財政課長 玉那覇和彦君 ただいまの質問にお

答えいたします。中学校の給食無償化への半額補助に

つきましては、学校給食の実施主体である市町村のほ

うに事前連絡もなくて、小学校の給食費の在り方や市

町村の財政負担についても、事前に協議も説明もなかっ

たこととなっております。県政課題については、市町

村と事前に協議した上で、連携・協力のもとに推進し

ていくものだと認識していましたので、今回の進め方

については問題があると考えております。以上です。

○議長 赤嶺奈津江さん 13番 照屋仁士議員。

○13番 照屋仁士君 批判は結構だと思いますけれど

も、あるべき姿は求めるべきだと思いますが、先ほど

言ったようにこういう発表が出て、町民の皆さんは期

待すると思うんです。そういうことでいけば、当然町

政を整えた上で南風原町も実施に向けて取り組むとか

というふうに考えるわけですけれども、そのあたりは

いかがですか。調整不足だからこれでは受入れできな

いよって言うのであれば、町民の皆さんの認識とまた

変わるのかなと、そういう心配がありますので、その

点についてはいかがでしょうか。

○議長 赤嶺奈津江さん 町長。

○町長 赤嶺正之君 ただいまの仁士議員のご質問に

お答えいたします。先ほど答弁いたしましたが、公表

の時期とか手法に関しまして非常に問題があるという

のはご理解いただいていると思うんですけれども、私

が考えますに、結果としては非常にありがたいといい

ますか、待ちかねていたというのが本音でございます。

ただ、もう一歩踏み込んで考えますと、これは県知事

の公約なんです。県知事の公約の内容は、私の記憶で

は学校給食の完全無償化なんですね。これを是非実現

していただきたいなというのが正直な気持ちでござい

ます。そのために、もちろん一足飛びに完全無償化と

いうのはなかなか、私も行政に携わっている立場です

から、財政に関しましては県知事の立場も理解できま

すけれども、やはり段階的にやっていくとか、いろん

な協議がこれからあると思うんですよ。ですから、そ

の協議の状況を見て、私たちは判断すべきじゃないか

なというふうに思います。この発表の仕方がちょっと

問題だから反対ですということではございませんので、

そのあたりはご理解いただきたいなと。今後県との前

向きな協議が行われるものと期待をいたしております。

○議長 赤嶺奈津江さん 13番 照屋仁士議員。

○13番 照屋仁士君 直近でのやり取りというのは、

報道等の先行で私も知りましたので、具体的な実務レ

ベルでの取組方は分かりませんけれども、町長がおっ

しゃったように手法はちゃんと示していくべきだとい

うふうに理解はしますが、ただ、町民の受けられるべ

き利益はしっかりと受けてほしいなという趣旨であり

ますので、そういうところ、様々な協議の場があるの

か分かりませんけれども、期待している町民の皆さん

がいらっしゃることは間違いないと思いますので、進

めていただきたいなと思います。

これに関連しますが、特に南風原町が先行している

事業などがあれば、特に高校生までの医療費無償化な

どもそうだったと思いますけれども、県が取り組むこ

とによって南風原町がもっと拡充していける余地が生

まれるというふうに考えておりますが、そのような事

業について、ほかにないかどうか教えていただければ

と思います。

○議長 赤嶺奈津江さん 企画財政課長。

○企画財政課長 玉那覇和彦君 ただいまの質問にお

答えいたします。町が先行している事業ではありませ

んが、例えば重度心身障害者医療費助成及び母子父子

家庭の医療費助成については、現在償還払いとなって

おりまして、こちらは県の補助の対象が償還払いになっ

ているということで、今現在償還払い方式を取ってお

ります。こちらは県の現物給付のほうを補助対象にす

ることによってサービスの拡充が図られると考えてお

ります。

○議長 赤嶺奈津江さん 13番 照屋仁士議員。

○13番 照屋仁士君 今、例を挙げて答弁いただきま

したけれども、もしかすると先行しているしていない

は別としても、そういった趣旨の事業を県が整備する

ことによって、南風原町ももっとサービスが拡充する。

そういった視点はあるのかなと考えます。

そういったところで２点目に移りますが、私たちが

考える、町長も同じだと思いますけれども、重要なの

は、南風原町の課題解決のためであれば国や県に対し

てもその取り組み、与野党や保革を越えて対応すべき

だというふうに考えます。町長の考えはどうか伺いま

す。

○議長 赤嶺奈津江さん 町長。

○町長 赤嶺正之君 ただいまの仁士議員のご質問に

お答えいたします。議員もご質問の中で触れておりま



すけれども、町の課題解決に関しましては、我々行政

と議会が車の両輪と申しますので、一緒になって対応

していくのが理想的だと私も思います。そういう意味

では是非とも町議会とも連携しながら情報も共有しま

して、要請等もあれば、また議会議員の代表の皆さん

とかも一緒になって対応していくべきだと考えており

ますので、是非そのようにご理解・ご協力をお願いし

たいと思います。

○議長 赤嶺奈津江さん 13番 照屋仁士議員。

○13番 照屋仁士君 直近では県議会議員選挙が行わ

れて、先ほども議長からもあったとおりであります。

今、町民の皆さんにとっては、そういった様々な公約、

町長からもあった知事の公約、そして今回選挙で戦わ

れたいろんな方々の公約を見ても、県政への需要とい

うか、思いが高まっているのかなというふうに思いま

す。そういった中で私たち町議会議員もしっかり南風

原町と連携をしながら、また情報共有をしながら、進

めていけるものに関しては取組を強化できるように勉

強していきたいなと思いますので、今後とも町民のた

めの行政運営をお願いしたいと思います。以上で終わ

ります。

○議長 赤嶺奈津江さん 休憩します。

休憩（午前11時31分）

再開（午前11時32分）

○議長 赤嶺奈津江さん 再開します。

それでは通告書のとおり順次発言を許します。10番

大城勇太議員。

〔大城勇太議員 登壇〕

○10番 大城勇太君 午前中、最後の一般質問になる

とは思いますが、先日行われた県議会議員選挙、16年

ぶりに南風原町から誕生したということで、とても力

強く感じます。そして津嘉山地区においては、21年ぶ

りに綱引きが行われて、今まさに練習の真っ最中でし

て、残り１か月になりました。こちらにおります髙良

課長が企画、総務で大奮闘していますので、毎回全員

集合だよ、必ず来てよというメールが来ますので、今

回も総務のほうで集まってまた会議をしますから、こ

れも南風原町、そして津嘉山にとっても大きな行事に

なりますので、是非皆さん、ご協力のほどよろしくお

願いします。

一問一答でお願いします。質問事項１．４月３日台

湾での地震による津波警報による南風原町の対策を問

う。（１）本町に海はないが、津波警報があった場合マ

ニュアルはあるか。（２）避難所への避難は適正に行わ

れていたか。（３）避難所の備蓄品に介護食はあるか。

お願いします。

○議長 赤嶺奈津江さん 副町長。

○副町長 新垣吉紀君 質問事項１．（１）について

お答えいたします。津波警報の対応については、町地

域防災計画に明記をしております。

（２）についてです。避難所への避難は、防災無線

やエリアメール、公式ＬＩＮＥ等により周知し避難誘

導できたものだと考えております。

（３）です。備蓄品として介護食は備えておりませ

んので、今年度購入し対応してまいりたいと考えてお

ります。

○議長 赤嶺奈津江さん 10番 大城勇太議員。

○10番 大城勇太君 ありがとうございます。今回質

問したのは、これも町民の方から陳情があって質問し

ました。まず、（１）の町地域防災計画に明確しており

ますとありますが、実際にマニュアル自体をつくられ

ているのかという質問だったんですけれども、実際警

報が起きて町防災計画を見る人はいないと思うんです

ね。実際に町防災計画の中に地震津波等の行動マニュ

アル等を分かりやすく作成し住民等に配布するととも

に、研修を実施するよう努めるとあるのですが、これ

は行われているかお願いします。

○議長 赤嶺奈津江さん 総務課長。

○総務課長 仲村兼一君 お答えいたします。地域防

災計画のほうで津波避難についてのものを掲載してお

りますが、議員おっしゃるように町民に分かりやすく

という視点では、まだ足りていない部分があるかなと

思います。それについては町民の方に分かりやすく避

難についての説明、先ほどの質問でもお答えしたんで

すが、本町での津波警報による津波の浸水区域、そう

いったところも示されておりますので、そういったと

ころでは町への影響というのは、正直なところ大きく

はないんですが、そういったのも踏まえて町民が安全

に、実際にそういった警報があったときに慌てること

なく避難できるように、そういった周知について努め

ていきたいと考えております。

○議長 赤嶺奈津江さん 10番 大城勇太議員。

○10番 大城勇太君 今回質問したのは、マニュアル

はもちろん早期につくってほしいというのと、南風原

町は海がない町で、ちょっと認識が甘かったのかなと

いうのが僕の率直な意見でして、津波による浸水の想

定とあるんですけれども、那覇市との境界の行政堺の

長堂川のごく一部、多分サンエーの裏辺り、長堂川の

ほうが浸水の場所として明記されているんですけれど

も、津波被害は想定されないものの、万が一の場合も



考えて重要であるという認識に立ち、町民等に対して

は日頃から津波に対する対応についての普及啓発を行

うとともに、避難誘導マニュアルを万全を期するもの

とするとも書かれているので、これはごみを出す紙み

たいに一枚紙で、子どもたちが避難する、中学生、高

校生が避難する、今回学童が避難する、お年寄りが避

難する。どうやったら避難したらいいのかというもの

を早急につくらないといけないと考えていまして、次

の（２）に行きますけれども、今回津波が起きたとき

に、実際質問、アンケートというものを町が出してい

ますが、９時１分に発令しているときに、実際に発令

して対策本部の設置が９時20分、その間に小学校の体

育館では幼稚園の入園式が行われているんですね。そ

の中でみんなピンポン、ピンポン鳴っているにもかか

わらず、津嘉山小学校であれば９時半開始ですから、

これから入園式に向かう親御さんたちがこの防災無線

を聞いて、じゃあ、どうすればいいのかということで

連絡しても幼稚園側は連絡が取れない。ということは、

マニュアルで子どもたちはどこに電話を掛けなければ

いけない。どういった避難をしなければいけない。実

際に私が（２）で避難所への適正に行われていたかと

質問しましたが、別の視点で、避難所は適正に使われ

ていたのかどうか。学童側が避難してきて、体育館で

は入園式が行われている。それは私的には間違ってい

ると思いますが、実際いかがでしょうか。

○議長 赤嶺奈津江さん 総務課長。

○総務課長 仲村兼一君 お答えいたします。議員おっ

しゃるとおり、今回町のほうからは、避難施設として

ちむぐくる館のほうを開設はしているんですが、各字

自治会、各学校のほうにも避難されてきた方の対応に

ついてお願いをしたところです。先ほど議員からもあっ

たのですが、津嘉山小学校の体育館において幼稚園の

入園式がされている場所についても、実際に避難され

てきた方もおりますので、そういったことについては

本町としましても今後適切に対応できるように、マニュ

アル等も取り急ぎ整備しながら対応していきたいと考

えております。

○議長 赤嶺奈津江さん 10番 大城勇太議員。

○10番 大城勇太君 実際避難津波警報から津波注意

報に切り替わったのが10時40分、その間に避難をする

方々がいるのであれば、与那原町であれば高台の役場

の方面に避難をする。中城村のほうでもライカムのほ

うに避難するために、警察が逆走を使ってでも上に上

げていくような形を取っている中で、この幼稚園の入

園式というのは一旦止めて受入れをして、どうやって

次は動くかということをマニュアルづくりを徹底しな

いと、本当に万が一の災害に遭ったときに入園式をし

ていたのであれば大変な問題になりかねないので、是

非これはマニュアルの中にも避難のやり方だったり、

こういった式をやっていたときの対応、そういったも

のも含めて災害時のマニュアルを早期につくってほし

いと思いますが、改めて見解を伺います。

○議長 赤嶺奈津江さん 総務課長。

○総務課長 仲村兼一君 お答えいたします。災害時

のマニュアル作成について、早急に対応していきたい

と考えております。

○議長 赤嶺奈津江さん 10番 大城勇太議員。

○10番 大城勇太君 こちらはもし何かあった場合大

変なことになりますので、是非マニュアルづくりを徹

底して、南風原町の広報にも載せられるような、冷蔵

庫にも貼って何があったときにどこに連絡したらいい

のかというようなマニュアルづくりを是非よろしくお

願いしたいと思います。

（３）ですが、全国的に見ても介護食というのはな

かなか避難所にも少ないということをテレビ報道でやっ

ていたので、是非こちらのほうは今後検討してほしい

ということでお願いして、今年度で検討していくとい

うことですので、是非よろしくお願いします。避難所

はやっぱり避難する人たちが高齢者というのが結構多

いと思いますので、それも含めて、どの地域にどのよ

うな高齢者がどのぐらいで割合でいるのかというもの

は多分把握されていて、どういったものが避難の内容

でできるのかというのは、割合とかもあるかと思いま

すけれども、小学校とかちむぐくる館のほうに多く介

護食は行くのかなというふうな割合も含めて、是非検

討してほしいと思います。

続きまして、大きい２番に行きます。町内のゴミ状

況について問う。（１）粗大ごみの搬出後に粗大ごみ券

の紛失（盗難）などの報告はあるか。また粗大ごみ券

に整理番号等記入欄を追加してはどうか。（２）津嘉山

地区でもマングースが頻繁に出てきているが被害状況、

対策を問う。お願いします。

○議長 赤嶺奈津江さん 副町長。

○副町長 新垣吉紀君 質問事項２．（１）について

お答えいたします。これまで町民から粗大ごみ券が剥

がされたという相談がありました。整理券番号表記に

ついては、今後調査研究をしてまいります。

（２）についてです。これまでマングースによる被

害の報告はございません。対策については、忌避剤を

使って寄せ付けないようにすることや、生ごみ等の出

し方の工夫等が挙げられます。

○議長 赤嶺奈津江さん 10番 大城勇太議員。



○10番 大城勇太君 これも住民からの陳情で、実は

粗大ごみを出したときに持っていかれてなかったと。

なぜか確認すると、券が貼られていませんでしたよと。

それが数件ありました。粗大ごみ券というのは、名前

だけしか書くところがなくて、大城と書けば、津嘉山、

どの大城でも使えるような状況ですよね。金城と書け

ば、結構金城さんはいますし。だから個人情報も踏ま

えて、ちょっと変えてみてはどうかなというのが僕の

提案で、整理番号を今回やってはどうかというふうに

お願いしました。これは調査研究しなくても多分分か

ると思うので、名前ではなくて整理番号か日付か、そ

れを言ってもらえればその場所というのが分かると思

うので、名前だけ大城って書いても、例えばマットレ

スだったら600円の３枚近く貼らないといけないので、

それが盗まれたらもう1,800円ですから、そういったも

のではなくて、今後は整理番号表記だったり、名前で

はなくて場所とこの日というのが分かればいいと思い

ますので、これは調査研究しないでもうやりますとい

うことでお願いしたいんですが、いかがでしょうか。

○議長 赤嶺奈津江さん 住民環境課長。

○住民環境課長 金城直子さん ただいまの質問にお

答えします。指名記入ではなく、今後整理番号制にし

た場合の検証を行ってまいります。具体的には、同時

に電話予約が入る場合が多いため、予約時に整理番号

をお知らせできない場合の対応など、またそういった

問題の想定される課題の洗い出しを行います。それを

解消するにはどう進めていくか。課題解決とその結果

を踏まえて、整理番号制の導入を検討しています。ま

ず、具体的に日付と整理番号の連番を検討してまいり

たいと考えております。

○議長 赤嶺奈津江さん 10番 大城勇太議員。

○10番 大城勇太君 被害があるということですから、

早急に対応していただきたいなというのが意見ですの

で、是非よろしくお願いします。

（２）ですが、これまでマングース等による被害の

報告はありませんとありますが、実は私が住んでいる

津嘉山地域のユニオン辺りでマングースの目撃情報が

多発しているんですね。何でここら辺にいるのかなと

思ってはいるんですけれども、やっぱり川沿いだった

りとかそこら辺だったら分かるんですが、ユニオンの

周りにいる。南風原保育園の周りでも目撃されている。

そういった中で今後マングースによる対策をしないと

いけないのかなというふうに思いますが、現在マングー

スだったりとか、そういった捕獲機というのはありま

すでしょうか。

○議長 赤嶺奈津江さん 住民環境課長。

○住民環境課長 金城直子さん お答えします。マン

グース捕獲目的のための捕獲機の貸し出しは、現在行っ

ておりません。

○議長 赤嶺奈津江さん 10番 大城勇太議員。

○10番 大城勇太君 産業振興課になるのかな、ちょっ

とお聞きしたいんですけれども、農業関係でのマングー

スの被害はありますか。

○議長 赤嶺奈津江さん 産業振興課長。

○産業振興課長 松本仁志君 お答えいたします。農

業関係においてマングースによる被害の報告ですが、

そういったのは今現在報告されたことはございません。

○議長 赤嶺奈津江さん 10番 大城勇太議員。

○10番 大城勇太君 いずれマングースによる農家へ

の被害は出てくると思います。━━━━━━━━━━

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

━━━━━━━━━━私たち、先に報告しておけばよ

かったんですけれども、これだけマングースがいるの

であればユニオン辺りだったり、農作物じゃなくてご

みの被害、そして人身被害、そういったものも考えら

れると思いますので、マングースの捕獲機もそんなに

高いものではありませんので、是非検討してはいかが

かなと思いますが、いかがでしょうか。

○議長 赤嶺奈津江さん 住民環境課長。

○住民環境課長 金城直子さん お答えします。マン

グース捕獲目的の捕獲機の貸し出しは、このマングー

スが特定外来生物であること、また捕獲後の生きたマ

ングースの処理方法が、先ほどの特定外来生物のため

難しい面があります。また、住民からの相談件数もな

いことから、現時点ではちょっと厳しい面もあります

が、今後調査研究してまいりたいと考えております。

○議長 赤嶺奈津江さん 10番 大城勇太議員。

○10番 大城勇太君 是非今後検討していただきたい

と思います。

続いて大きい３番、沖縄県が進めるＬＲＴについて。

（１）本町まで延伸の要望はあるか、お願いします。

○議長 赤嶺奈津江さん 副町長。

○副町長 新垣吉紀君 質問事項３．（１）について

お答えいたします。沖縄県の計画において本町までの

ＬＲＴの構想はございません。

○議長 赤嶺奈津江さん 10番 大城勇太議員。

○10番 大城勇太君 現在沖縄県も含めて、今回那覇

市がＬＲＴの構想を出しました。議長、休憩をお願い

します。

○議長 赤嶺奈津江さん 休憩します。

休憩（午前11時50分）



再開（午前11時50分）

○議長 赤嶺奈津江さん 再開します。10番 大城勇

太議員。

○10番 大城勇太君 今回ＬＲＴの構想はございませ

んとありますが、次世代移動サービスの締結を６月17

日に南風原町がやりました。これも大々的にインター

ネットのほうでは載っているんですけれども、町長も

格好よく写っていますが、やはり次世代のサービスを

通じて、今回ＬＲＴが近くの真和志地区まで来るとい

う那覇市の構想があります。それをいかにして南風原

町もうまく使うか。実際には兼城十字路まで持ってき

てほしいなというのが僕の意見でして、それであれば、

これから体育館を造る。それも含めて兼城十字路まで

移動する手段があれば１キロぐらいしかないので、10

分程度で体育館のところまでは行ける。そういったも

のも含めて兼城十字路まで南風原町は延伸していけば、

横の軸、縦の軸、そしてバスも使う。様々な交通ライ

ンが生まれるのかなというふうに思いますが、那覇市

と県も含めて、どうにか兼城十字路辺りまで持ってこ

れないかなという要望等はできないでしょうか。

○議長 赤嶺奈津江さん まちづくり振興課長。

○まちづくり振興課長 野原義幸君 ただいまの質問

にお答えします。先ほどとちょっと重複するんですけ

れども、南風原町の交通基本計画であったり、南風原

町の総合交通戦略の中では、東西軸として新たな公共

交通としてＬＲＴなどを中長期的に検討するという方

針を掲げていますので、当然先ほど議員がおっしゃた

ように那覇市の域内の交通でＬＲＴを新川のほうまで

結ぶということになっていますので、このあたりも注

視しながら広域的にどんな取組ができるかということ

も含めて、今後調査研究をしてまいりたいと思います。

○議長 赤嶺奈津江さん 10番 大城勇太議員。

○10番 大城勇太君 交通弱者も含めて、南風原町は

子育て世代の方々も子どもたちを送迎するためにも

様々な交通を利用したいという声もありますので、是

非今後は次世代交通も含めて、ＬＲＴも関連しながら

民間の交通手段も活用していけば、南風原町はこれか

らの体育館事業においても様々な取組がなされると思

いますので、是非そのあたりも検討のほどよろしくお

願いして質問を終わりたいと思いますが、７月26日、

27日は津嘉山の大綱引きがございます。是非町長、成

功に向けて共に頑張っていきましょう。よろしくお願

いします。ありがとうございます。

○議長 赤嶺奈津江さん 休憩します。

休憩（午前11時54分）

再開（午後０時58分）

○議長 赤嶺奈津江さん 再開します。

通告書のとおり順次発言を許します。12番 金城憲

治議員。

〔金城憲治議員 登壇〕

○12番 金城憲治君 皆さん、改めましてこんにちは。

午後最初の質問に入らせていただきます。その前に

ちょっと余談ではありますけれども、実は今日、絣の

これを新調しました。新調して新しいモデルというか、

そういったものになっています。特に絣会館の回し者

ではありませんけれども、一応推進したいなという思

いで、こういったふうに少し紹介したいなと思ってい

ます。今日こちらに着けている絣の柄、これはあまり

ないそうなんですけど、シチガーラという柄になるそ

うです。聞くところによると、喜屋武とかその辺に伝

わっている柄になるそうですので、これを活用して今

回作ってみました。いかがですか。無理やり拍手をお

願いしているみたいで、大変申し訳ございませんでし

た。すみません、そういった余談はさておき、それで

は一発目の質問に入らせていただきたいと思います。

それでは大問１．本町の教育環境について。（１）南

星中学校のトイレの改修工事などの予定はないか伺い

ます。（２）南星中学校のトイレの現状をどのように把

握しているか伺います。

大問２．本町の建築・土木工事助成制度について。

（１）本町の土木・建築に係る助成金制度には、どの

ような制度があるか伺います。（２）建築基準法に基づ

いて、セットバックした際の扱いについてはどのよう

になるか伺います。以上、よろしくお願いいたします。

○議長 赤嶺奈津江さん 教育長。

○教育長 金城郡浩君 大きい質問１の（１）のほう

から、トイレの改修工事については、実施に向け取り

組んでまいります。

（２）についてです。トイレの現状は、学校からの

改修要望により把握し、現場も確認しております。

○議長 赤嶺奈津江さん 副町長。

○副町長 新垣吉紀君 質問事項２．（１）について

です。住宅リフォーム補助制度を実施しています。

（２）についてです。セットバックした敷地は個人

敷地ではありますが、建築基準法の道路として取り扱

われます。

○議長 赤嶺奈津江さん 12番 金城憲治議員。

○12番 金城憲治君 それでは再質問の前に、以前私

が学校トイレの洋式化とか、各学校で教育環境の格差

が生じているのではないかと質問させていただきまし



た。その結果、洋式化が進んでいない学校については、

早急に和式トイレから洋式トイレへと改修していただ

きました。関係部署の皆様には、心からお礼を申し上

げたいと思います。

さて、子どもたちは一日の大半を学校で過ごしてい

ます。その中でトイレは子どもたちが何度も利用する

場所で、健康、精神面で重要になるとも言われ、改修

して明るいトイレに生まれ変わることで、きれいに使

用したり、一生懸命清掃するようになったり、生活マ

ナーが向上したりするなど教育効果も大きいことが指

摘されています。また、先生方が学校で生徒のために

改善が必要な場所が真っ先に挙がるのが、トイレの改

善とも言われています。そのことを踏まえ、再質問を

させていただきたいと思います。トイレの改修工事実

施に向け取り組んでいるとの答弁でございますけれど

も、具体的にどのような取組をしているのか伺います。

○議長 赤嶺奈津江さん 教育総務課長。

○教育総務課長 比嘉純子さん お答えいたします。

今後基本実施設計を入れて、改修に向けて取り組んで

まいります。

○議長 赤嶺奈津江さん 12番 金城憲治議員。

○12番 金城憲治君 例えば基本実施設計というとこ

ろですけれども、具体的にどのようなイメージで設計

していきたいとか、どのようなトイレをつくっていき

たいとかというものはございますでしょうか。

○議長 赤嶺奈津江さん 教育総務課長。

○教育総務課長 比嘉純子さん 設計を入れるに当

たってどのようなトイレにしていくかということは、

学校側と生徒側等の話を聞いて取り組んでまいりたい

と考えております。

○議長 赤嶺奈津江さん 12番 金城憲治議員。

○12番 金城憲治君 今の現状の南星中学校のトイレ

はタイル張りになっていまして、湿式トイレというん

ですか、よく水で流したりとかする形のトイレになっ

ています。最近では湿式が逆に菌の蔓延であるとか、

感染症の原因にもなっているというふうにも言われて

います。そういったことから、大型商業施設とかそう

いったところにおいては乾式トイレというんですか、

下が塩化ビニールというんですか、そういった形で拭

いてきれいにできるというような仕組みのトイレになっ

ています。やっぱり私も個人的ではありますけれども、

商業施設のトイレはすごくきれいで落ち着くし、トイ

レの空間というんですか、すごく広くて個室的なイメー

ジもあって、すごく利用しやすい、すごくきれいなイ

メージもあるというような印象を持っています。本町

の教育総務課のほうでも、そういったトイレをイメー

ジして改修していくのか。その辺をお伺いしたいと思

います。

○議長 赤嶺奈津江さん 教育総務課長。

○教育総務課長 比嘉純子さん お答えいたします。

乾式トイレについても視野に入れて、検討していきた

いと考えております。

○議長 赤嶺奈津江さん 12番 金城憲治議員。

○12番 金城憲治君 私はこの間、南風原中学校のト

イレも拝見させていただきました。向こうはすごく新

しい校舎でもあるということもあると思うんですけれ

ども、まず感じたのは、トイレがすごく明るいという

ところと、あとは中がすごく広い。やっぱり一番のメ

リットというんですか、ほとんどが人感センサーになっ

ていて、ＬＥＤとか蛇口ですね。ハンドル式ではなく

て、これも人感になっている。そういった形でコロナ

とか、そういった感染防止にもなっているのではない

かというふうに感じました。そういったものも踏まえ

て、今後もし改築するようであれば、そういった人感

センサーの導入とかそういったもので節水、もしくは

電気料を抑えた省エネ効果というんですか、そういっ

たものも踏まえて検討していただきたいと思っていま

すけれども、そこはいかがでしょうか。

○議長 赤嶺奈津江さん 教育総務課長。

○教育総務課長 比嘉純子さん お答えいたします。

議員おっしゃるとおりのようなことも踏まえて検討し

ていきたいと思います。

○議長 赤嶺奈津江さん 12番 金城憲治議員。

○12番 金城憲治君 それでは今まで申し上げたもの

も踏まえて検討していただけるということでしたので、

具体的には大体どれぐらいをめどにというのがもしご

ざいましたらお答えをお願いしたいのですが、いかが

でしょうか。

○議長 赤嶺奈津江さん 教育部長。

○教育部長 与那嶺秀勝君 お答えします。予算措置

も含めて設計を講じていきますので、数年はかかるか

と思います。よろしくお願いします。

○議長 赤嶺奈津江さん 12番 金城憲治議員。

○12番 金城憲治君 具体的に今から予算とか設計を

していく段階なので、時期的にはまだはっきり申し上

げられないというところもあるのかなというふうに理

解はいたします。もし仮に、南星中学校はもう三十五、

六年ぐらいですかね。昭和六十一、二年の多分建物に

なっているかと思います。そういった中で大体40年ぐ

らいたつと大規模的な改修工事が一つの目安になって

くるのではないかなと思います。そういったものも踏

まえて、前倒しでもしトイレの改築、改修、そういっ



たことをできるようであれば、自分たちのトイレとい

うような意識を高めるためにも、計画段階で子どもた

ちが参加したワークショップなどを開催して子どもた

ちの意見を取り入れる、そういった計画を要望したい

と思いますけれどもいかがでしょうか。

○議長 赤嶺奈津江さん 教育総務課長。

○教育総務課長 比嘉純子さん お答えいたします。

先ほど教育総務課長からも子どもたちや学校の意見を

聞いてとありますので、学校は通常生徒会等々を通し

て、学校をこういうふうにしていきたいというのがあ

りますので、そのような活動の中で意見聴取してまい

りたいと考えております。

○議長 赤嶺奈津江さん 12番 金城憲治議員。

○12番 金城憲治君 是非子どもたちの意見を多く取

り入れて、子どもたちのイメージするきれいなトイレ、

子どもたちが安心して入れるきれいなトイレ、そういっ

たものを是非イメージして改修工事をしていただけた

らなと思います。学校では、トイレは子どもたちが唯

一一人になれる場所ではないかなと思っています。そ

のことを踏まえ、明るく楽しくなるような、そして一

人で落ち着ける空間、そういった環境整備を要望して、

この質問を終わりにしたいと思います。

それでは次の（２）のほうになります。トイレの現

状は、学校からの改修要望により把握し現場を確認し

ているというふうに答弁があります。私も南星中学校

のトイレ、現場確認をしました。今現状としましては、

大体補修、修繕というんですか、何とか使えるように

修繕をしている、補修しているというようなイメージ

です。例えばドアの取っ手が壊れていたら、板を張り

付けて開け閉めができるようになっているとか、鍵が

壊れていたらちょっとした錠前の鍵でやっているとか、

そういった形の補修・修繕という形のものになってい

ます。一方、南風原中学校では人感センサーなど、そ

ういったものが入って広い空間、すごく明るいトイレ。

男子用も女子用も拝見させていただきました。個室も

すごくきれいですし、すごく落ち着ける環境にあるの

かなというふうに感じています。そういったことを踏

まえて教育長のほうに、この南風原中学校と南星中学

校のトイレを個人的にどのように感じているのか、お

伺いしたいと思います。

○議長 赤嶺奈津江さん 教育長。

○教育長 金城郡浩君 議員のおっしゃるように、ざっ

くりな感想にはなるのですが、非常に古い形をやりく

りしながら使っているのが南星中で、南風原中のほう

はきれいにメンテナンスが整った形で使われているな

というふうな印象でございます。

○議長 赤嶺奈津江さん 12番 金城憲治議員。

○12番 金城憲治君 メンテナンスについても、きれ

いなトイレは結構きれいなままで使える。古いトイレ

は何だかんだ言って古くなっていて、あっちこっち傷

みが早いとか、結構大きな修繕が必要になったりとか

というように感じます。私が感じるには、その両者を

比較した場合、すごく環境の格差があるんじゃないか

なというふうにも感じました。やっぱり同じ中学校で

同じ環境で、子どもたちは同じ授業をするわけですか

ら、できれば同じ環境での勉強とか部活、学校での生

活をやってほしいというふうに希望したいなと思って

います。よく南風原町は教育についてはとても手厚く

されているし、私自身もすごく誇らしいなと感じてい

ます。日頃から関係部署の皆様には、すごく教育の面

に関してはいろんな意味で感謝しています。ただ、ト

イレについては若干ちょっと格差がある。そのように

私個人としては感じています。よく南風原町、教育に

待ったなしというふうに言われています。そこで教育

長にもう一度お尋ねしたいのですが、今から設計、施

工実施とか、そういった形でまだまだ具体的にいつ頃

とかというところは見えてこないんですけれども、教

育に待ったなしというところの観点から言えば、教育

長としては大体どれぐらいをめどにやっていきたいな

というように考えていますでしょうか。

○議長 赤嶺奈津江さん 教育長。

○教育長 金城郡浩君 歴代の町長、それから教育長

のほうで、その教育のほうに待ったなしということは

これまでもやってきております。ご質問のどれぐらい

でというふうなものについては、時間的なものという

のはまだ設計が入っていませんので具体的な表現はで

きないですけれども、我々としても早急にその辺を解

消できるような形で。ただ、早かろう、安かろうみた

いな形ではなく、しっかり今後の40年目の大規模改修

も見据えた形で、きちんとした形での修繕を早い時期

で行っていきたいと考えています。

○議長 赤嶺奈津江さん 12番 金城憲治議員。

○12番 金城憲治君 いまの教育長の答弁、ありがと

うございました。私、個人的にも40年目の大規模改築

の前に、できればそういった格差の解消をやっていた

だきたいというふうなことを希望したいと思います。

それではこの質問も終わりまして、次の質問に行きた

いと思います。

本町の土木建築に係る助成金制度というところです

が、住宅リフォーム補助制度というのがございます。

これは具体的にどのような補助になっているのでしょ

うか、お願いします。



○議長 赤嶺奈津江さん まちづくり振興課長。

○まちづくり振興課長 野原義幸君 ただいまの質問

にお答えします。住宅リフォーム補助制度については、

省エネであったり、バリアフリーであったり、機能を

向上させるようなものに対して20万円の補助をやって

いる事業となります。

○議長 赤嶺奈津江さん 12番 金城憲治議員。

○12番 金城憲治君 これは20万円ということですけ

れども、一律20万円なのか、もしくは上限が20万円と

いうものなのか。具体的にどのような感じになるので

しょうか。

○議長 赤嶺奈津江さん まちづくり振興課長。

○まちづくり振興課長 野原義幸君 ただいまの質問

にお答えします。工事に係る総事業費に対して、最大

20％で上限20万円の補助という形になります。

○議長 赤嶺奈津江さん 12番 金城憲治議員。

○12番 金城憲治君 この住宅リフォーム補助制度で

すけれども、例えば今の費用の20％が上限20万円とい

う形になっていますが、利用する金額というんですか、

この対象の方、例えば人数に制限があるのか、もしく

は申請された方全てに対応していただけるのか。その

辺はいかがでしょうか。

○議長 赤嶺奈津江さん まちづくり振興課長。

○まちづくり振興課長 野原義幸君 ただいまの質問

にお答えします。予算に限りがございますので、受付

期間の中で受け付けをしていただいて、予算をオーバー

するものについては抽選という形でさせていただいて

いる状況でございます。

○議長 赤嶺奈津江さん 12番 金城憲治議員。

○12番 金城憲治君 予算がオーバーすれば抽選とい

う形ですけれども、実際去年では抽選があったのか、

予算オーバーだったのか。その辺はいかがでしょうか。

○議長 赤嶺奈津江さん まちづくり振興課長。

○まちづくり振興課長 野原義幸君 ただいまの質問

にお答えします。昨年は５件の実績がございます。去

年は申し込みが、何度か周知活動はしたんですけれど

も、予算が残る形になってしまったというのが現状で

すが、一昨年までは大体平均して10人ぐらいの方々が

全て予算を活用されたということとなっております。

○議長 赤嶺奈津江さん 12番 金城憲治議員。

○12番 金城憲治君 大方、住宅リフォーム助成制度

は満遍なく利用されているというふうに理解いたしま

す。それでは次の質問に移りたいと思います。

セットバックした敷地は個人敷地でもありますけれ

ども、建築基準法の道路として扱われるというところ

ですが、例えば新築の家がセットバックをする場合に

対する助成制度、そういったのは近隣とかそういった

ところではこういう助成をされている市町村というの

はないのでしょうか。

○議長 赤嶺奈津江さん まちづくり振興課長。

○まちづくり振興課長 野原義幸君 ただいまの質問

にお答えします。近隣市町村で行きますと、那覇市の

ほうがセットバックをした部分に対して、個人の敷地

ではあるんですけれども、個人の方が例えばアスファ

ルトとかコンクリートを敷く道路部分を施工する際に

対して助成するという制度は、県内では那覇市のほう

がされているということになっております。

○議長 赤嶺奈津江さん 12番 金城憲治議員。

○12番 金城憲治君 那覇市のほうでセットバックに

ついての助成があるということですけれども、金額的

には大体どれぐらいの助成金額になっているのでしょ

うか。

○議長 赤嶺奈津江さん まちづくり振興課長。

○まちづくり振興課長 野原義幸君 ただいまの質問

にお答えします。上限10万円ということになっていま

す。以上です。

○議長 赤嶺奈津江さん 12番 金城憲治議員。

○12番 金城憲治君 那覇市のほうでは、セットバッ

クしてアスファルトとかコンクリート敷くための費用

として10万円は助成しますという形になっています。

仮に南風原町でも２項道路って、結構部落の中とかそ

ういったところはほとんどそのようになっているので

はないかなと思います。そういった方々が家を新築す

るってなった場合は、やっぱりセットバックを余儀な

くされるというような状況があるんですけれども、例

えばですが、やらないということもできるのでしょう

か。

○議長 赤嶺奈津江さん まちづくり振興課長。

○まちづくり振興課長 野原義幸君 ただいまの質問

にお答えします。建築基準法の中で義務的にセットバッ

クをしないといけないということになっていますので、

セットバックしないということは法的にできないとい

うことになります。

○議長 赤嶺奈津江さん 12番 金城憲治議員。

○12番 金城憲治君 わかりました。法的には義務付

けられているというものだというふうになります。ど

うしても余儀なくセットバックをせざるを得ないとい

う状況があるかと思うんですが、よく聞こえてくるの

は、セットバックをするんですけれども、そのセット

バックしたのが例えば50センチとか１メートルとかに

なった場合って費用が大分かさんでくると思うんです

よね。セットバックした大きさによっては。そういっ



た部分について、南風原町はなかなか助成とかそういっ

たのがないのかなという声が聞こえたりもします。自

分の土地を道路として提供する。そういうためにアス

ファルトを敷くとか、もしくはコンクリートを敷くと

いう部分について何かしら町としても助成、そういっ

たものがあってもいいんじゃないかなというふうに感

じていますけれども、今後何かしらの助成制度という

ものを検討する余地があるのかどうかお聞きしたいと

思います。

○議長 赤嶺奈津江さん まちづくり振興課長。

○まちづくり振興課長 野原義幸君 ただいまの質問

にお答えします。先ほど議員がおっしゃったように、

南風原町の中で各字のほうで、既存集落区域は大体２

項道路、狭い道路に面した形、昭和49年以前からある

ような道路ということで、ほぼ２項道路とかに面して

いるというところです。その中でちょうど近年、建て

替えの時期とかに差し掛かってきているというのがあっ

て、件数にすると大分既存集落内での建て替えという

のは非常に増えてきているという現状がございます。

その中で今後どういった形でできるかというのは、当

然那覇市の参考事例であったり、情報を収集した上で、

今後調査研究を努めてまいりたいと思います。

○議長 赤嶺奈津江さん 12番 金城憲治議員。

○12番 金城憲治君 是非前向きな調査研究をお願い

したいと思います。

もう一点だけ質問させてください。例えばセットバッ

クした１メートルないし50メートルの土地を町のほう

に寄贈しますというふうになった場合、要は町は買い

取るというか、そういった意味合いの助成といったこ

とも検討できるのかお願いしたいのですが。

○議長 赤嶺奈津江さん まちづくり振興課長。

○まちづくり振興課長 野原義幸君 ただいまの質問

にお答えします。基本的に建築するに当たっては、ま

ちづくり振興課に事前の協議という形で伺う形になっ

ています。その中で当然２項道路でセットバックした

計画の中で、この部分、基本的には無償譲渡を促した

り、個人によっては将来的な維持管理ができないから

町のほうで帰属していただきたいということで、今回

の計画に合わせて分筆をして、じゃあ、この部分を町

のほうに帰属するという方々は近年増えてきてはいる

というところで、私たちの窓口のほうでは無償譲渡が

できないかなとか、こういったところのご相談はさせ

ていただいています。基本的に南風原町の考え方とし

ては、無償譲渡を促しているという考え方になります。

○議長 赤嶺奈津江さん 12番 金城憲治議員。

○12番 金城憲治君 わかりました。無償譲渡を促し

ているというところですね。ただ、個人的な考え方で

すけれども、自分の土地を強制的ではないんですが、

セットバックを余儀なくされて使用できないという状

態の中、もう町のほうにできれば買い取ってもらいた

いという気持ちが多分本音ではないかなと思います。

個人のほうからするとですね。そういった気持ちも踏

まえて、もし寄贈するという形のセットバックがある

ようでしたら、今後そういった部分については何かし

らの、ちょっとしたコンクリート、アスファルトで整

備するための費用の助成、そういったものも是非前向

きに検討していただきたいということを希望したいと

思います。以上で私の質問を終わりたいと思います。

ありがとうございました。

○議長 赤嶺奈津江さん 休憩します。

休憩（午後１時26分）

再開（午後１時27分）

○議長 赤嶺奈津江さん 再開します。

通告書のとおり順次発言を許します。15番 知念富

信議員。

〔知念富信議員 登壇〕

○15番 知念富信君 皆さん、こんにちは。では通告

書に従いまして、３点質問をいたします。その前に、

ちょっと所見を述べたいと思います。

去る６月16日投開票の沖縄県議会議員選挙で、南風

原町から立候補した新垣善之候補が見事当選いたしま

した。南風原町議会議員として２期６年間、議員とし

て頑張っての挑戦でありました。南風原町から16年ぶ

りの県議会議員誕生であります。今後の南風原町、南

部、沖縄県の課題に向き合い、県政発展のために頑張っ

てほしいと思います。

そして知事の公約は、小中学校の給食費無料化で当

選いたしましたが、県議会議員の選挙の最中に、令和

７年度より中学生のみ給食費半額にすると発表されま

した。保護者負担の給食費を市町村が半額を負担する

のか。また、保護者に残りの半額を支払ってもらうの

かの二者択一であります。市町村に相談もなく突然の

発表で、市町村からの反発は当然だと思います。知事

の残り期間中に、小中学校の給食費無料化へ頑張って

ほしいと思います。

それでは一問一答でお願いしたいと思っております。

まず、大問１．町道５号線の拡幅工事をということで

す。（１）町道５号線を町民体育館建設と連動して補助

金申請できないか伺う。

○議長 赤嶺奈津江さん 休憩します。



休憩（午後１時30分）

再開（午後１時30分）

○議長 赤嶺奈津江さん 再開します。15番 知念富

信議員。

○15番 知念富信君 （２）県道241号線の起点から

歩道のある道路に拡幅整備できないか。（３）スポーツ

公園として町道５号線と町道63号線間に硬式野球場、

多目的グラウンド等に整備してスポーツ学園高校を誘

致できないか伺う。

○議長 赤嶺奈津江さん 副町長。

○副町長 新垣吉紀君 質問事項１．（１）について

お答えいたします。令和７年度以降に事業が再開でき

るよう補助金の要求を行ってまいります。

（２）についてです。現在の計画において県道241

号線を起点とした道路線形を計画しており、歩道を設

置する拡幅整備を予定しております。

（３）です。現時点では整備及び誘致の予定はござ

いません。

○議長 赤嶺奈津江さん 15番 知念富信議員。

○15番 知念富信君 では、再質問に行きたいと思い

ます。町道５号線の補助メニューはありませんかとい

うことで質問したいと思います。よろしくお願いしま

す。

○議長 赤嶺奈津江さん 都市整備課長。

○都市整備課長 大城勝人君 沖縄振興公共投資交

付金のほうで補助メニューとしてあります。

○議長 赤嶺奈津江さん 15番 知念富信議員。

○15番 知念富信君 令和７年度以降に事業を再開し

たいと。道路整備を行いたいという感じでよろしいで

すか。答弁をお願いします。

○議長 赤嶺奈津江さん 都市整備課長。

○都市整備課長 大城勝人君 令和７年度以降に整備

のほうを行いたいと考えています。

○議長 赤嶺奈津江さん 15番 知念富信議員。

○15番 知念富信君 この町道５号線と町民体育館、

それと連動した形の道路ができる、体育館ができると

いう感じでありますけれども、町民体育館の建設は、

この補助金ですね。何を想定して補助金をもらおうと

しているのか、そのあたりがちょっと見えないので、

例えば防災関連施設で申請したいという感じであるの

か。また別に補助金が、どういう補助メニューがある

のかどうか、答弁をお願いします。

○議長 赤嶺奈津江さん 休憩します。

休憩（午後１時33分）

再開（午後１時33分）

○議長 赤嶺奈津江さん 再開します。都市整備課長。

○都市整備課長 大城勝人君 今のご質問にお答えし

ます。体育館のほうの整備と道路の整備が一体となっ

てできる補助金があるのかを調査研究してまいりたい

と思います。

○議長 赤嶺奈津江さん 15番 知念富信議員。

○15番 知念富信君 質問がちょっとまずかったかも

しれませんけれども、今道路と体育館をセットで、例

えば防災関係のもので補助金を申請したいというのが

あるのか。それとも体育課は体育館独自で、防災関連

の施設で補助金を申請したいという感じの意向がある

のか。そのあたりはどうですか、ありますか。

○議長 赤嶺奈津江さん 都市整備課長。

○都市整備課長 大城勝人君 今のご質問にお答えし

ます。体育館の整備に関しては、いろいろなメニュー

がないかというものを調査研究しながら、町の有利に

なるものを採用できるように取り組んでまいりたいと

思います。

○議長 赤嶺奈津江さん 休憩します。

休憩（午後１時35分）

再開（午後１時35分）

○議長 赤嶺奈津江さん 再開します。15番 知念富

信議員。

○15番 知念富信君 次、２番に行きたいと思います。

町道５号線の道路幅と歩道幅の予定の答弁をお願いし

ます。

○議長 赤嶺奈津江さん 都市整備課長。

○都市整備課長 大城勝人君 今のご質問にお答えし

ます。道路の幅は７メートルで、歩道の幅は2.5メート

ルとなっています。

○議長 赤嶺奈津江さん 15番 知念富信議員。

○15番 知念富信君 この道路は片側１車線で７メー

トル、３メートル50センチの３メートル50センチです

ね。歩道が２メートル50センチを想定しているという

感じでありますね。分かりました。

先ほど１問目にあったように、令和７年度から事業

に着手したいという感じの答弁でよろしいですか。

○議長 赤嶺奈津江さん 都市整備課長。

○都市整備課長 大城勝人君 令和７年度以降から事

業ができないかというふうに取り組んでまいりたいと

思います。

○議長 赤嶺奈津江さん 15番 知念富信議員。

○15番 知念富信君 町道５号線は県道241号線とも

連動しているところでありますけれども、そこから前

は喜屋武の集落が起点でありましたが、今は完全に移っ

ていますよね。そうなった場合三差路という感じにな

りますけれども、これはどっちかというと大きな道路、



10メートルですから大きな道路になりますけれども、

上にも信号はありますが、こっちにも信号を予定して

おりますか。例えば完成した暁には信号機を設置した

いという感じの要請をする予定はありますか。

○議長 赤嶺奈津江さん 休憩します。

休憩（午後１時37分）

再開（午後１時38分）

○議長 赤嶺奈津江さん 再開します。まちづくり振

興課長。

○まちづくり振興課長 野原義幸君 ただいまの質問

にお答えします。今の県道の計画については、当該箇

所については信号機の設置予定はないんですね。です

が、今後当然県が主催する地域説明会であったり、住

民説明会の中でこういった要望があれば、当然事業者

である県、あと交通管理者のほうに協議調整をしてい

きたいと考えております。

○議長 赤嶺奈津江さん 15番 知念富信議員。

○15番 知念富信君 この道路がもし完成した暁には、

結構交通の便がいいですから、結構車が通るかなとい

う感じはありますので、もしかしたら信号機設置が必

要になるかなと思って質問しておりますけれども。

今、陸上競技場の入り口がありますけれども、町道

５号線は結構曲がりくねっていますよね。陸上競技場

の入り口のところは。この10メートル道路に関しては

何か曲がりくねっているので、今の現状ではちょっと

厳しいんじゃないかと思って、それはどのように想定

されていますか。やや真っすぐな状態に待っていくの

か。現状をそのまま拡幅するのか。そのあたりはどう

考えていますか。答弁をお願いします。

○議長 赤嶺奈津江さん 都市整備課長。

○都市整備課長 大城勝人君 今のご質問にお答えし

ます。現在の町道５号線は町道49号線のほうに向かっ

て、今の道路の線形から真っすぐというのが町道５号

線の現在の計画になっています。陸上競技場の入り口

のほうにあります道路については、今回公園区域に入

りましたので、その部分は公園の園路として活用して

いきたいと考えています。

○議長 赤嶺奈津江さん 15番 知念富信議員。

○15番 知念富信君 今現在の道路はそのままの状態

で置いて、野球場からほとんど真っすぐな状態で計画

されていると。これでよろしいわけですね。分かりま

した。以上、２番は終わりたいと思います。

（３）私の考えとして、町道５号線と町道63号線の

間は結構面積がある形で、この辺りをスポーツの面で

一つにしてできないかなという感じがあって、そこに

野球場とかいろんな多目的グラウンドも造れるんじゃ

ないかと思っておりますけれども、その間の面積はど

のぐらいありますか。面積など分かりますか。答弁を

お願いします。

○議長 赤嶺奈津江さん 都市整備課長。

○都市整備課長 大城勝人君 今のご質問にお答えし

ます。すみません、面積の数値のほうは今持ち合わせ

ていない状況です。

○議長 赤嶺奈津江さん 15番 知念富信議員。

○15番 知念富信君 その間は、長期計画で言えば整

備計画に検討する値はあるかなと思いますけれども、

今後その区間は、何としても整備計画に入れて検討し

てもらいたいなと思っていますが、再度答弁をお願い

します。

○議長 赤嶺奈津江さん 都市整備課長。

○都市整備課長 大城勝人君 今のご質問にお答えし

ます。当該地は農業振興地域の農地に位置づけられて

いますので、現時点では整備及び誘致の予定はござい

ません。

○議長 赤嶺奈津江さん 15番 知念富信議員。

○15番 知念富信君 南風原町は土地の面積も結構狭

いところではありますが、一つの野球場がありますけ

れども、あれはほとんどソフトボールに近い野球場で

ありますので、やっぱり大きな野球場も造って、スポー

ツアイランドとして誘致してほしいなと思っていると

ころであります。また、幸いサザンヒルのところにエ

ナジックさんが入っているし、エナジックさんはちゃ

んとした学園がない状況で今はやっていますので、そ

のあたりを誘致するためにも、南風原町が誘致運動を

すれば相手も乗ってきてやるかもしれないし、そのあ

たりは一番いいところじゃないかなと思って、今それ

を進めるために質問しておりますので、よろしくお願

いします。では、一番はこれで終わりたいと思います。

大きな２番に行きたいと思います。学校給食費の小

中学生無償化を実現へということです。（１）県は令和

７年度より中学生の給食費を半額にすると発表された。

本町は中学生給食費半額の負担金額を給食費無償にす

る考えはないか伺います。（２）学校給食費は市町村で

統一されてないが、県の基準はあるか問います。（３）

本町は小中学生の学校給食費無償化に取り組む考えは

ないか伺います。以上です。お願いします。

○議長 赤嶺奈津江さん 教育長。

○教育長 金城郡浩君 大きい質問２の（１）と（３）

は関連しますので、一括で答弁いたします。学校給食

費無償化につきましては、国、沖縄県及び近隣自治体

の動向を注視してまいります。

（２）についてです。県より補助の算定方法につい



ては、市町村によって給食費が異なるため、公平に補

助できるように検討するとの説明を受けております。

○議長 赤嶺奈津江さん 15番 知念富信議員。

○15番 知念富信君 では、再質問をしたいと思いま

す。沖縄県は中学生の給食を半額にすると発表されま

したが、本町は中学生の給食費が月額5,000円となって

います。町が半額補助する場合は負担額は幾らになり

ますか、お願いします。

○議長 赤嶺奈津江さん 教育総務課長。

○教育総務課長 比嘉純子さん お答えいたします。

町負担額は2,500円になります。

○議長 赤嶺奈津江さん 15番 知念富信議員。

○15番 知念富信君 一人一人じゃなくて全体の。

○議長 赤嶺奈津江さん 教育総務課長。

○教育総務課長 比嘉純子さん 令和６年５月時点の

児童生徒数で計算した場合、今回県のほうは就学援助

の方々は省くとありますので、それを計算すると全体

で約6,000万円、２分の１は県の負担ということですの

で県が3,000万円、南風原町が3,000万円という計算に

なります。

○議長 赤嶺奈津江さん 15番 知念富信議員。

○15番 知念富信君 わかりました。3,000万円の負

担になるという感じの答弁になっているわけですね。

この中で県のほうは、要保護・準要保護の児童生徒

は半額補助の対象に入っていないという感じの答弁

だったと思いますけれども、これは対象に入っていて

の計算をやっていますか。また、要保護・準要保護の

負担額は幾らぐらいになりますか。

○議長 赤嶺奈津江さん 教育総務課長。

○教育総務課長 比嘉純子さん 現在、中学校に約370

名ぐらいの就学援助者がおりますので、なので、大体

2,000万円ちょっとが就学援助の学校給食費になってお

ります。半額補助ですので1,000万円が県の負担で、

1,000万円が南風原町の負担というふうに計算できます

が、今のところ県の２分の１支援については、就学援

助の方々は省いた支援ということで説明がございまし

た。

○議長 赤嶺奈津江さん 15番 知念富信議員。

○15番 知念富信君 令和５年度の要保護・準要保護

の金額は１億円余りあったような感じがしますけれど

も、これは小中学校全体のものでありますが、これが

2,000万円で止まりますか。

○議長 赤嶺奈津江さん 休憩します。

休憩（午後１時48分）

再開（午後１時49分）

○議長 赤嶺奈津江さん 再開します。15番 知念富

信議員。

○15番 知念富信君 1,000万円ぐらいの負担になり

ますよという感じでありますが、県のほうは保護者負

担を発表している感じで、本当だったら要保護・準要

保護も含めて免除するべきところだと思うんだけど、

何で県は保護者負担を半額にしますよとうたったのか、

その点がちょっと疑問ではありますけれども、じゃあ、

大体1,000万円ぐらいでいいわけですね。1,000万円ぐ

らいの負担になるよと。分かりました。ありがとうご

ざいます。

次、（２）に行きたいと思います。新聞にも載ってお

りましたが、市町村によって給食費の金額が異なると

いう感じはありますけれども、沖縄県は平均額を上回

る市町村には上限までの支給となっているということ

でありました。本町は市町村の中でどの位置に該当し

ている状況ですか。答弁をお願いします。

○議長 赤嶺奈津江さん 教育総務課長。

○教育総務課長 比嘉純子さん 南風原町の中学生の

月額5,000円に関しましては中間にいるのかなと思って

いますが、一番高いところで5,900円がございます。以

上でございます。

○議長 赤嶺奈津江さん 15番 知念富信議員。

○15番 知念富信君 わかりました。どうもありがと

うございました。

では、３番に行きたいと思います。３番に関しては

町長の公約になると思いますけれども、全国の公立小

中学校で学校給食費無償化に取り組んでいる自治体が、

昨年９月時点で３割が実施しているという感じで報告

をされております。その点において、本町の町長の政

策としても実施予定はないか伺いたいと思いますけれ

ども、町長、答弁をお願いします。

○議長 赤嶺奈津江さん 町長。

○町長 赤嶺正之君 ただいまのご質問にお答えいた

します。午前中の照屋仁士議員のご質問にもお答えし

たのですが、基本的に今回の学校給食の問題に関しま

しては県知事の公約でございまして、我々といたしま

しては、できるだけ早めに県知事が学校給食費の完全

無償化を実現していただきたいというのが要望でござ

います。そのことを置いといて、南風原町として学校

給食の無償化はどうなのかというご質問であれば、こ

れに関しましては私は県内の各市町村の状況も見まし

て、やはり学校給食法の中でしっかりと保護者負担と

いうことでうたわれておりますので、その辺をしっか

りと隣町村が理解をして足並みをそろえてということ

であれば、この基本的な完全無償化といいますか、そ

れは取り組んでいくべきだと思っております。ただ、



今の段階では、それぞれの市町村の財政力に応じて無

償化されているところもあれば、それでないところも

あるといことでございますので、それはまだまだ検討

する余地があるのではないかなと。今現在無償化して

いる市町村というのは、完全にやっているところは18

市町村でしたか、主には離島市町村が多かったと思う

んですけれども、本町みたいに今回の物価高騰関係の

交付金でもって減免に充てているという市町村も、そ

の市町村もまた無償化を実施している市町村にカウン

トされておりますけれども、そういったことではなく

て、基本的に小中学校全て完全に無償化ですよという

のはまだまだ議論の余地があるというふうに考えてお

ります。そういうことで本町としても、無償化にする

のでしたらまだまだお時間をいただきたいと。検討す

る時間をいただきたいということでございます。

○議長 赤嶺奈津江さん 15番 知念富信議員。

○15番 知念富信君 町長、ありがとうございました。

今、南風原町はこども医療費を小学校、中学校まで無

料にしますよという政策を前の町長は掲げて実施しま

した。今回も県は無償化にするという感じでうたって、

これはいつになるかまだ分からない状況はありますけ

れども、南風原町は率先して政策に入れてもいいんじゃ

ないですか。町長の政策の中で。前の町長が医療費も

無償化にしたと。南風原町はそれだけ評価されている

んです。町長がこれを政策に入れれば、なおかつまた

株は上がります。是非これをやってほしいと思います

が、再度答弁をお願いします。

○議長 赤嶺奈津江さん 町長。

○町長 赤嶺正之君 ただいまの知念富信議員のご質

問にお答えいたします。確かにこども医療費のことか

ら考えますと、議員のご指摘もそうかなというふうな

思いもございますが、ただ、こども医療費の無償化に

関しましては、今病院に行く必要があるけれども、持

ち合わせの現金がなくて行けないと。そういった子ど

もたちはどうするかというようなことから支援するべ

きだということになっていると思う。私はそのように

認識しておりますけれども。学校給食費については、

それだけ困っている世帯に関しましては就学援助費で

もって給食費は手当てしているわけです。ですから、

とりあえず困っているのでしたら、どうぞ就学援助の

申請をしてくださいというのは私が教育長のときから

ずっと呼びかけているわけでして、割と件数的には増

えてきております。それはやっぱり町として支援すべ

き世帯があるんだなということを再認識しております

けれども、それと学校給食費の完全無償化というのは

また別の方向で議論すべきだというふうに私はそう思っ

ておりますので、あとしばらくは時間をいただきたい

というのはそこでございます。ご理解のほどをお願い

いたします。

○議長 赤嶺奈津江さん 15番 知念富信議員。

○15番 知念富信君 町長、どうもありがとうござい

ました。では２番まで終わって、大きい３問に行きた

いと思います。

３．北丘小学校体育館建設を問うということです。

（１）体育館建設の完成が遅れたことによる検証はさ

れたか。（２）建設の管理業務を経済建設部に移管でき

ないか伺う。（３）体育館の解体工事の着手時期と工事

仮設事務所は運動場か問う。（４）正門から右側の植樹

帯を整備して駐車場にできないか伺う。以上４点、お

願いします。

○議長 赤嶺奈津江さん 教育長。

○教育長 金城郡浩君 質問事項３の（１）について

です。北丘小学校体育館の完成が遅れた原因を整理し、

今後検証してまいります。

（２）についてです。教育施設につきましては、教

育部においてしっかりと対応してまいります。

（３）についてです。北丘小学校体育館解体工事の

着工は令和６年７月を予定しています。運動場への仮

設事務所の設置はありません。

（４）についてです。教育施設の緑化は良好な景観

形成としても必要であり、植樹帯を駐車場として整備

することは現在考えておりません。

○議長 赤嶺奈津江さん 15番 知念富信議員。

○15番 知念富信君 では、再質問をしたいと思って

おります。体育館の附帯工事が今も続けられている状

態になっております。前に９月末完了で６月中旬に竣

工検査予定との報告がありましたが、再三遅れている

のはどのように対処されているか伺います。

○議長 赤嶺奈津江さん 教育総務課長。

○教育総務課長 比嘉純子さん 現在完成に向けて努

力しているところでございます。

現在進捗状況は、工事は終了して、法定検査等の準

備及び手直し等を行っております。そういう状況でご

ざいます。

○議長 赤嶺奈津江さん 15番 知念富信議員。

○15番 知念富信君 私は二、三日前にちょっと現場

に伺いましたけれども、体育館はできているかもしれ

ない。その附帯工事は全然まだ完成じゃないんですよ。

あの状態で体育館に入れる状況ではありませんので、

全体が完成するのはいつかというふうに私は言ってい

るわけです。当初12月完成、３月の卒業式には間に合

わすとみんなに約束した。議員にも。それが遅れて５



月までには絶対完成しますよという話をやっていた。

６月に入って中旬には検査も入るよと。その話まで伺っ

ていたのに、まだ附帯工事をやっているような状況じゃ

ないですか。もう今月はあと二、三日で終わるんです

よ。今月いっぱいで附帯工事は終わりますか。終われ

る状況じゃないと思いますけれども、再度答弁をお願

いします。

○議長 赤嶺奈津江さん 休憩します。

休憩（午後２時02分）

再開（午後２時02分）

○議長 赤嶺奈津江さん 再開します。教育総務課長。

○教育総務課長 比嘉純子さん 附帯工事のほうは今

後別に工事を入れていきますが、今のところ、周りの

ほうは砂利を敷いて、生徒が入っていけるように安全

面を確保しながら今後進めてまいります。今現在も砂

利も敷かれて生徒が使えるように着実に進めていると

ころでございます。

○議長 赤嶺奈津江さん 教育長。

○教育長 金城郡浩君 少し併せて答弁したいと思い

ます。当初の計画の工事は、アプローチのほうは学校

の教室側からのアプローチになっています。そちらの

ほうはできております。議員の指摘している犬走り等

の附帯の部分については、解体と合わせてやるという

形の計画になっていますので、当初の計画で言ってい

る建築の云々で答弁した部分としては別工事となって

いますので、当初計画していた工事については、さっ

き教育総務課長が答弁したとおりでございます。

○議長 赤嶺奈津江さん 15番 知念富信議員。

○15番 知念富信君 じゃあ、その体育館建設の検査

はいつされたのですか。答弁をお願いします。

○議長 赤嶺奈津江さん 教育総務課長。

○教育総務課長 比嘉純子さん お答えいたします。

21日に消防検査を行って、今日、県の仮使用申請の検

査を行っております。

○議長 赤嶺奈津江さん 15番 知念富信議員。

○15番 知念富信君 もう子どもたちが体育館には入

れる状況にあるんですね。この間、校長先生ともお会

いしましたが、本当に夏休みに入る前に子どもたちに

使ってもらって、それから夏休みに入りたいと。途中

で例えば夏休みに入ってから工事完了では子どもたち

は使えないので、その前に何とかやりたいという話は

していましたけれども、じゃあ、これは達成している

わけでありますね。再度答弁をお願いします。

○議長 赤嶺奈津江さん 教育総務課長。

○教育総務課長 比嘉純子さん 生徒たちが夏休み前

に利用できるように努めてまいります。

○議長 赤嶺奈津江さん 15番 知念富信議員。

○15番 知念富信君 体育館は本当に遅れている状況

でありました。

（２）に移りますが、建設の管理業務も教育部がやっ

ている状況でありますが、教育部に関してはそういう

建物関係のものが少ない状況がある。それを経済建設

部だったら道路とかいろんなもので絶えず携わってい

る状況がありますので、そのあたりは精通していると

ころが多いんだよね。そこで移管したほうがいいんじゃ

ないかなと私は提案している状況がありますけれども、

それは皆さん方のほうでは教育部がしっかりやります

よという感じでありましたけれども、教育部の現場に

おいての立会いする管理業務は何名でやっていますか。

答弁願います。

○議長 赤嶺奈津江さん 教育総務課長。

○教育総務課長 比嘉純子さん 立ち合いのほうは２

人で行っています。職員２人で対応しております。

○議長 赤嶺奈津江さん 15番 知念富信議員。

○15番 知念富信君 その職員には大変申し訳ないか

もしれませんが、その職員は専門の精通している職員

を配置しているということでよろしいのですか。答弁

願います。

○議長 赤嶺奈津江さん 教育総務課長。

○教育総務課長 比嘉純子さん 技術職員を配置して

おります。

○議長 赤嶺奈津江さん 15番 知念富信議員。

○15番 知念富信君 今回のようなことがないように

しっかりと管理業務をやってほしいなと思っているし、

また、これから給食センターとか、教育部に関しては

いろいろとありますので、二度とそういうことがない

ようにひとつよろしくお願いします。

では、（３）に行きたいと思います。今、解体工事の

着工を７月からやるという感じの答弁をいただいてお

りますが、これは附帯工事とセットしてもう４月に入

札に付して着工もしたいという感じの段取りでよろし

いのですか。答弁をお願いします。

○議長 赤嶺奈津江さん 教育総務課長。

○教育総務課長 比嘉純子さん お答えいたします。

議員おっしゃるとおりでございます。

○議長 赤嶺奈津江さん 15番 知念富信議員。

○15番 知念富信君 絶えず運動場を現場事務所とし

て今までは使ってきている状況がありまして、上の新

川から抜ける歩道橋から体育館とか、運動場をほとん

ど現場事務所で使っている状況がありましたので、子

どもたちが本当にかわいそうだなというぐらいの状況

がありましたので、今回はちゃんと小学校の校区内じゃ



なくて、外で現場事務所を構えるという感じでよろし

いですね。答弁、もう一度お願いします。

○議長 赤嶺奈津江さん 教育部長。

○教育部長 与那嶺秀勝君 お答えします。管理事務

所の設置については受託業者のほうで設置するという

ことになりますので、教育委員会としては運動場への

設置はしないという方向で進めたいと思います。

○議長 赤嶺奈津江さん 15番 知念富信議員。

○15番 知念富信君 では（３）は終わって、（４）

ですね。全体的に北丘小学校は駐車場が少ないと私は

考えているのですが、例えば南風原小学校とかだった

ら役場を借りたり、いろんな面で周辺の駐車場があり

ますのでいいんだけど、北丘小学校はそういう面では

駐車場が少ない。現在の職員の駐車場と来賓とかがい

らっしゃる駐車場、何台ぐらい確保しておりますか。

答弁願います。間に合っているかどうか。

○議長 赤嶺奈津江さん 休憩します。

休憩（午後２時10分）

再開（午後２時10分）

○議長 赤嶺奈津江さん 再開します。教育総務課長。

○教育総務課長 比嘉純子さん お答えいたします。

現在学校はライン引きしているところ以外にも、縦列

駐車等を敷地内に全職員が止めている状況でございま

す。

○議長 赤嶺奈津江さん 15番 知念富信議員。

○15番 知念富信君 正門から上がっていって最初は

幼稚園の駐車場と、上のほうは右側に木が結構茂って

いる植樹帯があるんだけど、そういうところの隙間に

駐車場としても確保できるんじゃないかと私は思って

いる状況があって、それでも何十台かは確保できるん

じゃないかと思っているし、また学校のイベントのと

きは駐車場を運動場にしているかもしれませんけれど

も、ちょっとしたものに関してはやっぱり足りない状

況は絶対出てくると思うんですよ。その都度、グラウ

ンドを駐車場として借用するのではなくて、ある程度

の台数は確保するべきじゃないかなと思って質問して

おりますけれども、その点は将来的に考えてもらえれ

ばいいかなと思っていますので、再度答弁をお願いし

ます。

○議長 赤嶺奈津江さん 教育部長。

○教育部長 与那嶺秀勝君 お答えします。さきに答

弁したとおり、現時点では緑化については良好な形成

ができていますので、今のところ駐車場としては考え

ておりません。

○議長 赤嶺奈津江さん 15番 知念富信議員。

○15番 知念富信君 これで終わります。どうもあり

がとうございました。

○議長 赤嶺奈津江さん 休憩します。

休憩（午後２時12分）

再開（午後２時12分）

○議長 赤嶺奈津江さん 再開します。

○議長 赤嶺奈津江さん 以上で本日の日程は、全部

終了しました。本日は、これで散会します。お疲れさ

までした。

散会（午後２時12分）


